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序  言

大阪大学豊中キャンパス (石橋団地)のある待兼山丘陵は、西摂平野をのぞむ緑豊かな

高台をなしている。この丘陵上には古墳や須恵器窯跡が存在することが古 くからしられ、

1968年 に刊行された『豊中市史』にもすでにその記述が見られる。

1983年 に大阪大学ラジオ・アイソトープ総合センター建設用地で弥生時代の集落跡が発

見されたことから、丘陵一帯が待兼山遺跡として国の文化財台帳に登録され、周知の遺跡

として文化財保護法の適用を受けることとなった。これを契機に大阪大学では遺跡の調

査・保護 と建物計画などの適切な調整を図るために、1985年 に埋蔵文化財調査委員会を発

足させ、そのもとで文学研究科埋蔵文化財調査室が調査を計画的に実施 してきた。

1998年からは、吹田地区に移転した旧医療技術短期大学跡地の利用計画を策定するため

に、 3年間にわたって大規模な試掘調査を実施 し、その結果、多くの地ッミで弥生時代から

中世までの遺跡の存在を確認した。本書はこの試掘調査の成果を中心に、これまでに各所

で行ってきた試掘・立会調査の成果を加えてまとめたもので、豊中キャンパス内の埋蔵文

化財について最新の情報を知ることができる。学内の文化財対策の資料 としてのみならず、

地域の歴史資料 として学外でも広 く活用していただければ幸いである。

市街化が早く進んだ豊中市域にあって、待兼山丘陵のような自然の景観と文化財を残す

空間が存在することは、大学だけでなく市民にとっても貴重な財産である。遺跡の調査・

保護とキャンパス整備との両立はかならずしも容易なことばかりではないが、「地域に生き

世界に伸びる」という研究教育の理念をかかげる大阪大学にあって、本委員会も、地域の

文化遺産を大切にしながら、キャンパス内の整備計画との調和を図るべ く、今後とも責任

をもってその任にあたる所存である。

200“竿 4月

大阪大学埋蔵文化財調査委員会

委員長 月巴琢   隆



例  言

1 本書は、大阪府豊中市待兼山町に所在する大阪大学旧医療技術短期大

学跡地の試掘調査ならびに立会調査の報告書である。

2 1988年 4月 ～2000年12月 までに行われた大阪大学石橋団地内で行われ

た試掘調査 と立会調査についても併せて報告を行った。1988年 3月 以

前の調査にかんしては、大阪大学発行の『待兼山遺跡』・『待兼山遺跡

H』 において報告が行われている。

3 調査主体は大阪大学 (総長岸本忠三)である。

4 調査は、大阪大学埋蔵文化財調査委員会の指導のもと、同委員会専門

委員が担当した。各年次の専門委員は以下のとおりである。福永伸哉

(～ 1994年 3月 )・杉井健 (1994年 4月 ～1998年 3月 )。清家章 (1998年

4月 ～)。 発掘調査の実施にあたっては豊中市教育委員会から適宜指導

と助言を得た。また、施設部をはじめ学内関連部局から多大な御協力

があった。

5 各調査の調査期間は文中に記した。

6 調査 と遺物の整理には、大阪大学大学院文学研究科考古学研究室の学生が主として参加 した。参加者氏名
は本文中に記す。

7 写真撮影は、調査担当の専門委員が中心 となって行った。なお、図63・ 図64については文部科学技官大橋
哲郎氏のご協力を得た。

8 本書の執筆は、福永伸哉 (大阪大学大学院文学研究科助教授)。 杉井健 (熊本大学文学部助教授)。 清家章
(大阪大学大学院文学研究科助手)。 寺前直人・西谷彰・石井智大・瀬川貴文 。中村大介・福辻淳 (大阪大

学大学院文学研究科大学院生)が行い、分担は文末に記した。

9 編集は、清家が担当した。

)   `   各Okm

―図 1 待兼山遺跡の位置
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I 調査 経過

1 周辺の環境

地理的環境 待兼山遺跡は、大阪府北西部の豊中

市・箕面市と池田市の境にある丘陵上に位置する。

この丘陵は待兼山丘陵と呼ばれ、丹波山地を水源と

する猪名川が形成する西授平野の東端に位置する。

待兼山丘陵の北には箕面川が東西方向に流れ、低

位 。中位段丘が発達する。その北方に二月山丘陵を

含む北摂山系が広がる。東には千里川を挟んで千里

丘陵が連なり、千里川の下刻により桜井谷とよばれ

る谷が形成される。南にはいわゆる豊中台地がなだ

らかに南方へのびる。この台地のさらに南には沖積

地が広がる。

このように待兼山遺跡周辺は沖積地から高位段丘

まで多様な地形がみられ、この地形に応じた遺跡が

形成されている。

歴史的環境 待兼山遺跡周辺における人間の生活の

痕跡は旧石器時代から見られる。実態が明らかな遺

跡は少ないが、低位段丘上にまばらに分布するよう

である。待兼山丘陵周辺の蛍池西遺跡 (29)①、蛍池北

(宮の前)遺跡 (19)、 柴原遺跡 (26)や五月山丘陵南麓

の伊居太神社参道遺跡 (3)か らナイフ形石器などが

発見されている。

縄文時代になっても明確な遺構はみつかっていな

い。五月山丘陵南麓には石鏃が出土した伊居太神社

参道遺跡、石鏃・石匙が出土した京中遺跡 (9)が存

在する。待兼山丘陵裾の低位段丘では、宮の前 (蛍

池北)遺跡で石棒が採集され、内田遺跡 (25)や豊島

南遺跡 (18)で後期・晩期の上器が、丘陵北麓の瀬川

遺跡で前期 と晩期の上器が石鏃・石匙とともに出土

している。豊中台地南方の沖積地でも服部遺跡 (51)、

穂積遺跡 (54)、 原田遺跡 (46)で土器が出土しており、

沖積地にも遺跡があったようである。

弥生時代になると大規模な集落が形成され始める。

前期では勝部遺跡 (44)、 小曽根遺跡 (55)が拠点的集

落として形成され中期まで継続して営まれる。宮の

前 (蛍池北)遺跡は弥生時代中期に発達し、竪穴住居

群と方形周溝墓群が分布を明確に分け、集落構造を

考える上で良好な資料を提供する。新免遺跡 (35)も

大規模な集落であり、方形周溝墓や住居跡などの遺

構や遺物が分くみつかっている。また、中期後葉に

は待兼山遺跡 (1)に おいても集落が形成され、立地

から高地性集落であったと考えられる。位置関係よ

り宮の前 (蛍池北)遺跡との関係が想定される。

弥生時代後期になると豊中台地南方の沖積地で、

穂積遺跡や服部遺跡、小曽根遺跡などが新たな展開

をみせる。特に穂積遺跡では銅鏃の未製品が出土す

るなど青銅器の生産に関わる大規模な集落であった

ことがわかる。これらの遺跡では吉備や東海地方な

ど東西各地からの搬入土器が出土し、交通の要所と

して発達したことが推測される。

ところで、待兼山遺跡北方の箕面川流域では況左

のところ弥生遺跡の動向はあまり知られていない。

ただ、上流の如意谷から突線鉦式 6区袈裟欅文銅鐸

がみつかっていることからも箕面市付近にも集落が

存在した可能性が高い。

古墳時代前期になると集落の様相は判然としない。

しかし、この地域では有力な古墳が数分く造られそ

の動態を明瞭に捉えることができる。前期は河川に

区切られた単位ごとに古墳が築造される。箕面川右

岸の池田市周辺では前方後円墳の池田茶白山古墳

(7)、 娯三堂古墳 (4)が出現し、待兼山丘陵では待

兼山古墳 (2)が、豊中台地では大石塚・小石塚古墳

が築かれる。

中期になると池田市周辺や待兼山丘陵には大規模

な古墳が築造されなくなる一方で、豊中台地に古墳

が集約され、大石塚・小石塚古墳に続き大塚古墳、

御獅子塚古墳、狐塚古墳、南天平塚古墳が築かれ、

桜塚古墳群 (40)が形成されるのである。往時は40基

を越える古墳群であったが、開発などのため現在は

先述のうち狐塚古墳以外の 5基の古墳を残すのみで

ある。この古墳群では多量の武器・武具が出土し、

百舌鳥・古市古墳群との関係が注目されている。ま

た同時期に蛍池東遺跡 (28)で大阪府法円坂遺跡や和

歌山県鳴滝遺跡の大型倉庫に匹敵する大型掘立柱建

物が数棟検出されており、大型倉庫群であると考え

周辺の環境
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1.待兼山遺跡 2.待兼山古墳 3.伊居太神社参道遺跡 4.娯三堂古墳 5.娯三堂南古墳 6.池田城跡 7.池田茶臼山古墳 8`
五月ヶ丘古墳 9.京中遺跡 10.野田塚古墳 11.鉢塚古墳 12.鉢塚南遺跡 13.狐塚古墳 14.石椅古墳 15.二子塚古墳 16.協塚
古墳 17.神田北遺跡 18.豊島南遺跡 19.蛍池北 (宮の前)遺跡 20.太鼓塚古墳群 21.野畑春日町古墳群 22.野畑遺跡 23.野畑
春日町遺跡 24.少路遺跡 25.内田遺跡 26.柴原遺跡 27.桜井谷窯跡群 28.蛍池東遺跡 29.蛍池西遺跡 30.蛍池遺跡 31.麻田
御神山古墳 32,金寺山廃寺 33.新免宮山古墳群 34.本町遺跡 35.新免遺跡 36.山 ノ上遺跡 37.走井遺跡 38.岡町北遺跡 39.
岡町遺跡 40。 桜塚古墳群 41.長興寺遺跡 42.梅塚古墳 43.原田西遺跡 44.勝部遺跡 45。 勝部東遺跡 46.原田遺跡 47.曽 根遺
跡 48.曽 根東遺跡 49.豊島北遺跡 50.豊島南遺跡 51.服部遺跡 52.利倉遺跡 53.利倉南遺跡 54.穂積遺跡 55.小曽根遺跡

図 2 周辺の遺跡
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られる。以上のことから、桜塚古墳群を中心とする

地域には古墳時代中期に大きな勢力が存在 し、中央

権力と強い関わりを有していたと考えられる。

桜塚古墳群では御獅子塚古墳以後、古墳の規模が

縮小し、中期後葉の南天平塚古墳をもって古墳の造

営が停止する。これに対し、中期中葉以降、桜塚古

墳群の周辺地域では、小規模な古墳が数分く作られ

るようになる。蛍池北 (宮の前)遺跡、利倉南遺跡

(53)、 穂積遺跡で方墳・円墳数基が発掘調査でみつ

かっている。新免遺跡においても帆立貝式古墳を中

心に古墳群が新たに形成される。待兼山遺跡でもこ

の頃を前後するいくつかの古墳がしられている。今

回の調査においても新たに古墳が発見されたことと

あわせて考えると、今後、小古墳の発見が増加する

可育を性がある。

池田市周辺では、首長墳として前方後円墳の二子

塚古墳 (15)、 円墳の鉢塚古墳 (11)が築かれる。特に

鉢塚古墳の横穴式石室は周辺地域で抜さんでた規模

を誇 り、当地域の勢力の大きさを物語る。

千里川水系では新免古墳群に続き、太鼓塚古墳群

(20)、 新免宮山古墳群 (33)が形成されるが、首長墳

や大規模な群集墳は発達しない。これらの群集墳中

には陶棺を内蔵するものがある。陶棺は桜井谷の須

恵器窯からも出土することから、須恵器工人集団と

の密接な関係があったと考えられる。この桜井谷窯

跡群は五世紀中頃から生産を始め、六世紀に生産を

拡大する。これに伴い千里川沿いに立地する柴原遺

跡、本町遺跡 (34)、 新免遺跡などの集落が発達 し、

これらの遺跡からは不良品を含む夕量の須恵器が出

土する。このことから、水運を利用しながら集落を

介した須恵器流通の一端が窺われる。

歴史時代になると古代寺院が築かれ、豊中市に飛

鳥山田寺系の瓦が出土する金寺山廃寺 (32)が、池田

市に自鳳時代の瓦を出土する石積廃寺が造営される。

律令国家の成立にともない当地域も摂津国豊島淋

となる。陸路の山陽道などの街道と水路の猪名川と

の交差点という交通の要所であるため街道沿いに集

落が発達 し、旧山陽道に近接 して蛍池北 (宮の前)遺

跡、伊丹街道沿いに山ノ上遺跡 (36)、 桜塚街道沿い

大阪大学石橋団地内の地形 と遺跡

に曽根遺跡 (47)、 猪名川下流域には上津島南遺跡、

島田遺跡がある。蛍池北 (宮の前)遺跡では棚列をと

もなった掘立柱建物群が、上津島南遺跡では大規模

な建物群 とともに帯金具が出土しており、官衛的な

性格を有する遺跡ではないかと考えられる。

平安時代後期になると、小曽根遺跡や穂積遺跡で

は摂関家領垂水西牧 として荘園化されていたようで

あり、定住度の高い建物群が集まって集落を形成す

る。中世では池田市神田北遺跡 (17)で建物跡が検出

され、後白河院領 として開/ttさ れた呉庭荘との関連

が指摘される。また、室町から戦国時代に豊島郡一

帯を掌握した国人池田氏の池田城 (6)が五月山丘陵

南麓に営まれる。この池田城llLや地名から待兼山遺

跡に存在する可能性が指摘される刀根山城などが、

織田信長による有岡攻めの際に最前線として利用さ

れる。 (瀬川 )

2 大阪大学石椅団地内の地形 と遺跡

大阪大学石橋団地内の地形 大阪大学石橋団地、通

称豊中キャンパスは、待兼山丘陵上に位置し猪名川

を西方に望むことのできる場所にある。丘陵の最頂

部付近からの眺望は極めて良好で、北の箕面川流

域 。西の猪名川流域、そして南は大阪湾付近までが

一望できる。その丘陵最頂部は豊中キャンパスの北

西側にあり、この付近は一般に待兼山と呼称されて

いる。

待兼山丘陵は、かつては尾根や谷からなる起伏に

富んだ地形を呈していた。しかし、現在はキャンパ

スの造成や宅地開発などで丘陵上は大きな改変を受

けており、旧地形をとどめる場所は少ない。豊中キ

ャンパス内においては、旧医療技術短期大学跡地付

近や中山池南側付近が旧地形を比較的とどめている

ものと思われる。

旧医療技術短期大学跡地は待兼山丘陵の西端に位

置する。待兼山の最頂部にあたる部分はその跡地内

に存在 している。最頂部付近には建築物などもなく、

現在は雑木林 となっており、旧医療技術短期大学跡

地内でも最も良好に旧地形をとどめている。この最

頂部が存在する部分を中心として、北・北西・南西
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の各方向へ短い尾根がのびる。これらの尾根のうち、

北西の尾根と南西の尾根の間、ちょうど最頂部の西

側にあたる地区は谷地形となっているが、この地区

には旧医療技術短期大学の建物が集中して建てられ

ていた。これらの建物の建築に伴う削平や埋め立て

によって、この地区の旧地形は大きく改変されてい

る。こうした改変は一部尾根上にまで及んでいる。

また、北の尾根と北西の尾根の間も谷地形をなし、

テニスコー トなどが造られていたが、基礎を地中深

く設置するような建物は建てられておらず、比較的

十日状を保っているようである。

一方、旧医療技術短期大学跡地の南側は東から西

に向かってひらける大きな谷地形となっており、待

兼山最頂部から谷底に向かい緩やかな斜面を形成し

ている。この谷地形を利用して、近世以降に造られ

た溜池であると思われる上山池 。中山池 。下山池の

3つの池が造られていた。そのうち下山池は豊中キ

ャンパス外に存在しており、宅地開発に伴い埋め立

てられた。その後、豊中キャンパス内に存在する 2

つの池のうち上山池も埋め立てられ、現在は中山池

を残すのみとなっている①

大阪大学石橋国地内の遺構と遺物 待兼山丘陵にお

ける遺跡の存在は、第二次世界大戦以前から一部で

は知られていた。しかしながら、大阪大学豊中キャ

ンパスがこの地にできる以前には十分な埋蔵文化財

調査は行われてこなかった。豊中キャンパス造成後、

ここに遺跡が存左していることが周宍日の事実となり、

豊中キャンパスとその付近に存在する遺跡は、豊中

市教育委員会によって待兼山遺跡として遺跡台帳及

び遺跡地図に登録されることとなった。そして、そ

の後の調査によって、弥生時代から現代までにいた

る人の営みの痕跡が遺構・遺物として検出されてい

る。また、マチカネワニに代表される、それ以前に

遡る第 4紀の種々の化石も発見されている。

キャンパス内の遺跡については、これまでに大阪

大学埋蔵文化財調査室によって、キャンパスの造成

や校合建設などの工事に伴って調査が行われている。

その結果、いくつかの調査地点より、遺構・遺物が

検出されている。

豊中キャンパス内におけるこれまでの調査では、

弥生時代より前に遡る遺構・遺物は検出されていな

い。しかし、周辺の遺跡からは旧石器時代や縄文時

代の遺構・遺物が発見されていることから、今後豊

中キャンパス内においてもそうした時期の遺構 。遺

物が発見される可能性はある。

弥生時代の遺構・遺物としては、理学部ラジオ・

アイソトープ総合センター地′ミ (図 3-23)や刀根

山テニスコー ト地点 (図 3-17)な どから、弥生時

代中期から後期に属すると考えられる土器や、石庖

丁の未製品・石鏃などの石器が検出されている。

ラジオ・アイソトープ総合センター地点の遺物は、

弥生時代中期に属するものであり、遺構が伴わない

ことなどから、この地点の西方に位置するやや高い

地点より流出して堆積したものであると考えられて

いる (都出編1984)。 また、この調査地点の北側で

は、豊中市民病院建設に際して豊中市教育委員会に

よって調査が行われている(図 3-A)(豊 中市教育

委員会編1996:p.34)。 この調査においても弥生土

器や石斧などが出上しているが、明確な遺構は検出

されておらず、やはリラジオ・アイソトープ総合セ

ンター地点付近のやや高い地′くから流出して堆積し

た遺物であると考えられている。

刀根山テニスコー ト地点では三・甕・高郭・器台

などの弥生土器が出土しており、これらは弥生時代

後期中頃から終末期に属するものである。これらの

弥生土器は埴輪片などと共に出上しており、削平さ

れた古墳の盛土中に含まれていたと考えられる。

こうした調査結果を踏まえれば、遺構は検出され

ていないものの、キャンパス内に弥生時代中期から

後期の終わり頃まで集落が存在していた蓋然性が高

い。この集落は周囲を一望できる場所にあるので、

高地性集落の性格を有するものと考えられる。待兼

山丘陵近辺には同時期の遺跡として、南西に豊中市

勝部遺跡、西側に池田市宮の前遺跡 (豊中市蛍池北

遺跡)がある。高地性集落は低地の大規模な母村集

落と有機的な関係を持ちつつ、そこから分岐して成

立するという。こうした観″ミから、待兼山丘陵にお

ける弥生集落と猪名川流域の大規模な集落との関係
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が問題となろう。

続く古墳時代には、この丘陵上にも多くの古墳が

営まれた。現在の大阪大学プール付近には、前期の

前方後円墳である待兼山古墳 (図 3-13)がかつて

存在し、唐草文帯四神四獣鏡や車輪石・石釧・鍬形

石など多くの遺物が出土している。待兼山丘陵近辺

には、待兼山古墳の他にも前期の前方後円墳といわ

れる麻田御神山古墳が築かれており、当時待兼山周

|1年雄ミri守岬

1.旧医療技術短期大学第 1調査地点 2。 旧医療技術短期大学第 3調査地′点 3.待兼山 2号墳 4.待兼山遺物散布地 (須恵器)
5.旧医療技術短期大学第 6調査地点 6.待兼山 5号墳 7.旧医療技術短期大学第 8調査地点 8。 旧医療技術短期大学第 9調査
地点 9.中山池北岸遺物散布地 (須恵器・土師器)10.旧医療技術短期大学第10調査地点 ■.中 山池北岸遺物散布地 (上師器)
12.上山池北岸須恵器窯跡 13.待兼山古墳 14.乳母谷池北岸窯跡 15.上山池南東V字溝検出地点 16.中山池南岸刻印石・石塊
集積地点 17.刀根山テニスコー ト地点 (待兼山3号墳)18.V字 溝検出地点 19.極限物質研究センター地点 (待兼山4号墳)20.
ラフォレ駐車場地′点 21.石塚古墳 22.古銭出土地 23.理学部ラジオ・アイソトープ総合センター地点
A.待兼山遺跡第 2次 (弥生土器・石斧)B.待 兼山遺跡第 1次 (戦国時代埋甕群)
(A,Bは 豊中市教育委員会待兼山遺跡調査地点)

図 3 石橋団地とその周辺で検出された主な遺構 と遺物

大阪大学石橋団地内の地形と遺跡



辺に有力な勢力が存在していたことが想像される。

古墳時代中期には、待兼山丘陵上に特に大規模な

古墳は築かれていない。しかし、刀根山テニスコー

ト地点 (図 3-17)や極限物質研究センター地点 (図

3-19)な どでは、古墳時代中期後半から後期初頭

に属する埴輪や須恵器が出土している。

刀根山テニスコー ト地点から出土した埴輪には円

筒埴輪のほかに収形や家形といった形象埴輪の破片

が含まれ、中期後半に比定されている。遺構は伴っ

ていないが、この調査地′ミ付近に古墳が存在してい

たことは間違いなく、この古墳は待兼山 3号墳と呼

ば/Lる 。

極限物質研究センター地点で出土したJ●L輪や須恵

器は古墳時代中期末葉から後期初頭のものと考えら

れている。この地点でもやはり遺構は検出されてい

ないが、まとまった量の円筒埴輪片が検出されたこ

とから、待兼山 3号墳と同様に削平された待兼山 4

号墳の存在が推定されている。

このように、古墳時代中期から後期にかけてキャ

ンパス内を中心にいくつかの小規模な古墳が営まれ

ていたことが明らかにされている。これらの古墳に

樹立されたと考えられる埴輪の中に数種類の形象埴

輪が含まれていることは、この古墳群に葬られた被

葬者の性格を考える上で重要である。

また、正門の西北側にある、現在「大高の森」と

して整備されている地区には、過去に前方後円墳と

される石塚古墳が存在したといわれ、埴輪片が採集

されている (図 3-21)。 この埴輪に関してはすでに

報告されている通 り(福永編1988:pp.2932)、 中期

に所属する可能性が高い。さらに、旧医療技術短期

大学跡地の丘陵の最頂部付近には、古墳状の高まり

(図 3-3)が あり、凱在は待兼山 2号墳と呼ばれて

いる。墳丘の裾にあたる場所から中期末葉から後期

初頭の須恵器片が採集され、当該期の古墳であると

推定されている (福永編1988 i pp.2930)。

このように、古墳時代中期の待兼山丘陵上には、

石塚古墳をはじめとしていくつかの古墳が点在して

存在する様子がうかがえる。待兼山丘陵の南 4 kmに

は、摂津でも有数の規模を誇る桜塚古墳群が存在す

る。桜塚古墳群とキャンパス内の小規模古墳との関

係が今後注目されよう。

古墳時代の集落址は豊中キャンパス内では未検出

であるが、周辺では豊中市柴原遺跡や内田遺跡など

複数の遺跡から竪穴住居や掘立柱建物が検出されて

おり、当時この付近に大規模な集落が展開していた

様子がうかがえる。

また、待兼山丘陵の東側に広がる丘陵地には、大

規模な須恵器生産地として知られる桜井谷窯跡群が

存在しており、豊中キャンパスはその西端に位置す

る。乳母谷池の北岸 (図 3-14)や 旧上山池北側 (図

3-12)な どで、その窯跡の一部が発見されている。

こうした窯跡は、豊中キャンパス内やその周辺に存

在する多くの古墳や集落址と、有機的な関連を持っ

て成立したものであると考えられ、大規模に展開し

ていた須恵器生産に従事した集団の存在がうかがわ

/Lる 。

このほかには、中山池付近で人為的なものと推定

される集石が発見されているが (図 3-16)、 その性

格は不明である。しかし、過去、旧上山池南東側 (図

3-15)や刀根山寮付近 (図 3-18)で V字状の溝

が検出されたことや、見晴らしのよい立地条件など

も考えると、山城などの施設が中世に存在していた

と考えることもできよう。待兼山丘陵付近には、戦

国時代に刀根山城が置かれたとされている。豊中キ

ャンパスの南根Jの待兼山丘陵南端部で行われた豊中

市教育委員会による調査では、戦国時代に比定され

る埋甕群が検出され、刀根山城に関連する貯蔵施設

であると推定されている(図 3-B)(豊中市教育委

員会編1995:p.36)。 こうしたことからは、豊中キャ

ンパス内には刀根山城に関連する遺構や遺物が存在

する可能性も考えられる。

以上のような個別の性格付けが可能な遺構・遺物

とは別に、待兼山の最高所よりやや西の地′ミ (図 3

-4)で須恵器、中山池北岸 (図 3-9'11)で須

恵器や土師器が採集されている。また、それらより

時代が下るが、理学部南束の上垣状の高まり (図 3

-22)か ら寛永通宝が採集されている(福永編1988:

pp.2932)。 こうした遺物に関わる何らかの遺構が

I 調査経過



豊中キャンパス内に存在している可能′14が高い。

大阪大学豊中キャンパスを含む待兼山丘陵は、平

野や川を臨む丘陵という生活に絶好の地であるばか

りでなく、旧西国街道に面した交通の要所でもある。

そのため、過去の人々によって夕様な形で利用され

てきたのであろう。

3 試掘調査の契機と経過

(石井 )

調査の契機 と計画 医療技術短期大学部 (現医学部

保健学科)が吹田地区へ移転した後の跡地 (以下、医

短跡地)について、教職員や学生、外部の研究者、市

民を対象にした文化施設等に利用するなどの実が出

された。ただし、これには新たな建設を伴うことが

予想されたため、埋蔵文化財調査室は、施設部と協

議の上、1997年早春、医短跡地の埋蔵文化財調査計

画の策定に着手した。

まず、現状の地形や土地利用状況、およびそれま

での調査成果などを勘案し、医短跡地を20の地点に

区分 した上で、それらを「旧地形が良好に残存して

いると思われる箇所」、「丘陵頂部が削平されている

と考えられる箇所」、「丘陵が削平あるいは斜面に盛

上がなされていると思われる箇所」の 3つ に大別し

た。そして、1997～ 1999年度の 3年をかけて、以上

の20地′ミすべてについて、本格的な発掘調査を行う

上で必要な基礎資料を得るための試掘調査を実施す

るという調査計画案を作成した (1997年 4月 )。

これをもとにして、再度施設部との協議を行った

が、その際、 3年で20地点すべての試掘調査を終了

するという当初柔とは別に、当面長期計画において

建物用地として使用しようとしている範囲とその周

辺に限定して試掘調査を実施し、緑地として保存す

る予定の丘陵頂部についてはそれ以降の事態に従っ

て対処するという第 2案 も検討の対象とした。

1997年 6月 13日 に開催された埋蔵文化財調査委員

会において、以上の調査計画案が検討され、保存緑

地は当面のあいだ調査範囲からはずし、残りの部分

について 3年計画で試掘調査を実施すること、ただ

し予算確保が困難な場合は 4年計画となる可能性が

あるという基本方針が確認された。また、測量基準

点の設置や詳細な測量図の作成、あるいは発掘調査

に必要な測量機器などの備品を常備することの必要

性も確認された。

これを受けて、埋蔵文化財調査室では、あらため

て調査計画の検討に入り、幾度かの協議と4笏正を重

ねた結果、1998年 1月 に最終的な調査計画案を作成

した。そこで示された内容のうち、調査目的と方法

について以下に整理する。

調査目的は、医短跡地における埋蔵文化財につい

ての基礎データを収集し、新規の開発計画に伴う事

前発掘調査に必要な資料を作成することである。こ

の目的を達成するために、以下の方法で調査を実施

する。

① 3級基準′ミに相当する恒久的な測量基準点を、

当面必要だと思われる3地点に設置する。ただし、

将来的には丘陵頂部にも恒久的な測量基準点をいく

つか設置することが望ましい。

②医短跡地を16地点に区分する (図 4)。 これは、

当初計画における20地点を、保存緑地部分等を考慮

し再検討したものである。

③16地点を「当面、立会調査で対応する地点」、

「1997～ 1999年度に試掘調査を実施する地点」、「2000

年度以降の調査地点」に大別する。

④「当面、立会調査で対応する地点」(第 11～第14

地ッく)と は既存建物が存在する地点であり、当面、建

物撤去に伴う立会調査で対応する。ただし、建物撤

去が完了し、進入路の確保がなった場合は、試掘調

査を行う可能性があるため、計画の再検討を含め今

後の柔軟な対応が必要な地ッミである。「2000年度以降

の調査地点」 (第 15。 第16地点)と は保存緑地部分で

あり、2000年度以降の調査計画を立てる際に、試掘

調査実施の可能性をも含め、調査方法の再検討を行

うべき地点である。

⑤「1997～ 1999年度に試掘調査を実施する地点」

(第 1～ 第10地点)では、バックホウおよび人力によ

リトレンチを掘削し、土層の堆積状況や遺物の包含

状況、遺構の有無などを確認する。この試掘調査は、

今後の本格発掘調査に必要な基礎資料を得ることを

目的とするものであり、新規開発計画が具体化した

試掘調査の契機 と経過



際には、今回の試掘調査のデータをもとに、本格発

掘調査の範囲や方法などを含めた再度の計画立柔が

必要である。

⑥試掘調査後は旧状に復する。

⑦出土遺物や調査で作成した図面 。写真などを整

理し、予定の試掘調査が終了した時点で、報告書を

作成する。

③出土遺物の保存処理を行い、展示と保管を行う。

建物撤去と基準点設置 さて、医短跡地の既存建物

撤去作業が本格化したのは1998年 2月 のことである。

上記調査計画に従い、頻繁に立会調査を行なったが、

建物基礎部分を超えて大きく掘削することはほとん

ど行われず、この時点では埋蔵文化財の存在を確認

することはできなかった。

またこれに並行して、測量基準点設置のための選

点作業を行った。そして3月 になって基準点の設置

が完了し、ようやく今後の試掘調査実施へ向けての

I癬ぼ

準備が整ったのである。 (杉井 )

試掘調査の経過 試掘調査の準備はこのように進ん

だ一方で、建物撤去作業は遅れていた。そのため、

1997年度に調査を行う予定になっていた第 1・ 第 2

調査地点を当該年度に調査することができなくなっ

てしまったのである。建物撤去作業の完了を待って

いては、調査遂行に支障が生じ、ひいては文化財保

全という所期の目的を達成できなくなる可能性もあ

った。そこで、医短跡地における遺跡の全容を効率

よく把握するため、1997年度は、建物撤去作業がい

ち早く終了した第13地点南半部を調査することとな

った。1997年度に行う予定であった調査地点が次年

度以降に繰り越されることとなったため、当初の 3

年計画では調査を完了することが困難となり、 4年

計画に変更されることになった。

1998年度は第 1・ 第 2'第 5・ 第 6調査地点を調

査した。調査は、重機により筋掘りを行い、人力で

霧
，

図 4 旧医療技術短期大学跡地調査計画図
警́ |(■ r~2
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1.現地表 2.造成上 3.旧地表
4～ 6.流土層 7.地山 (大阪層群)

図5 基本層序モデル

精査を行い、遺構 と遺物の有無を確認するという方

法を採った。ただ、キャンパス造成によってできた

崖面が医短跡地各所にあるので、この部分も精査を

適宜行い、埋蔵文化財の遺存状況を把握するよう務

めた。

1999年度は第 3・ 第 4・ 第 7・ 第 8調査地点、2000

年度には第 9。 第10調査地点を調査した。整理作業

は、調査が終了した地点から随時開始し、本報告刊

行に向けて作業を進めた。

調査は杉井が第13調査地点を担当したほかは、す

べて清家が担当した。調査には大阪大学大学院文学

研究科考古学研究室の大学院生と学部上、ならびに

大阪大学考古学研究会の会員が参加した。各年次の

参加者は次の通 りである。

【1997年度】寺前直人・林正憲・忽那敬三・藤井章徳・

重松辰治・瀬川貴文 。中原計・福辻淳

【1998年度】寺前直人・岡寺良・上田健太郎・忽那敬

三・後藤理加・三浦俊明 。藤井章徳・中村大介・石

井智大・瀬川貴文 。中原計・福辻淳・森岡環・渡辺

佑典・上坂裕子・高松雅文・和田一之輔

【1999年度】寺前直人。長友朋子・西谷彰・林正憲・

三浦俊明・石井智大 。瀬川貴文 。中原計 。中村大介・

上坂裕子・河奥祥子・河盛久美・北村順子・西念祐

馬・高松雅文 。若菜愛・和田一之輔・小川智子・粕

原龍嗣・塩谷晃世・向井佑介・森先一貴

【2000年度】長友朋子。西谷彰・林正憲・石井智大・

瀬川貴文 。中原計・福辻淳・安東裕世・伊藤文彦・

大西美緒・塩谷晃世 。中川二美・向井佑介・森先一

貴・望月誠子

整理作業は調査参加者のほとんどが従事し、これ

以外に前田敬映 。小埜光樹 。久田祥子・松本史彦・

横田深一郎・樫田妙・金田啓・田中由理・中村里美・

吉田知史・渡辺今日子が作業に加わり、整理作業を

捷y子 した。

4 基本層序

先述のように、旧医療技術短期大学跡地は、キャ

ンパス造成のため、削平を被ったり、新たに造成土

が盛られた箇所が多い。肖」平を受けずに上が盛られ

た場所は、かつての地表が薄く黒い層となって残る

(図 5)。 これを旧地表あるいは旧表土と本報告では

呼ぶ。旧地表が遺存しておれば、それは造成前の旧

地形が保存されている証拠であり、旧地表の下層は、

造成前に堆積した上である。多くは、丘陵上部の土

砂が流出し、堆積した層であるが、調査地′ミによっ

ては遺物包含層が存在する場合もある。また、本報

告では洪積層を地山と表現する。旧医療技術短期大

学跡地で観察できる地山は基本的に大阪層群である。

(清家 )

注

(1)遺跡の後の番号は図 2に対応する。
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旧医療技術短期大学跡地の埋蔵文化財試掘調査
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図 6 トレンチ配置図 と旧医療技術短期大学跡地地図との対応



第 1調査地点の成果

調査区の設定 第 1調査地点は旧医療技術短期大学

跡地の北端に位置し、旧短期大学本館のす ぐ北側に

ある。当地点の北側に隣接するマンションでは、豊

中市教育委員会と箕面市教育委員会による建築前の

立会調査で二重口縁壺が採集されたという。地形的

には待兼山の頂上から北西にのびる尾根の西側斜面

にあたるが (図 4)、 現在は調査区の北端を除いて平

坦地となっている。この平坦地は、旧本館建設の際

に行われた造成によって形成されたと考えられ、当

地点は大きく改変を被っている可能性が高いことが

調査前から予想された。

そこで、旧地形が保存されている可能性が高いと

考えられた当調査地点北半を中心に 5カ 所の トレン

チを設定した。

調査成果 当調査地点の北半では、第 1ト レンチと

第 2ト レンチを設定した。第 1ト レンチでは地山ま

でおよぶ削平が部分的にみられたものの、おおむね

十日地形が遺存していることが明らかになった。地山

調査面積 :50∬ 調査期間 :981201～ 990331

調査担当 :清家 章

の上に堆積した流土層から埴輪の小片が出土した。

この第 1調査地点の東側に位置する第15調査地点は、

待兼山頂上から西側に続 く尾根の頂部にあたり、古

墳の築造を行うには絶好の場所である(図 4)。 第 1

トレンチから出土した埴輪の存在は、第15調査地点に

古墳が存在する可能性を示すものとして注目される。

第 2ト レンチではまったく撹乱が認められず、旧

地形をとどめていることが確認された。上から表土、

明責褐色粘質土、黄褐色砂質土、黒褐色粘質土が堆

積し地表下 lmで地山に到達する。遺物は認められ

なかった。

第 3ト レンチは当地点の北西に設定したトレンチ

である。第 1調査地点は基本的に東から西に向かっ

て下る緩やかな傾斜面上に存在するが、第 3ト レン

チを設けたこの部分だけが周辺より1～ 2m程度高

く、小山状を呈していた。調査の結果、この小山は

造成上によって構成されていることが判明した。

第 4ト レンチは、当調査地点の平坦面中央に設定

した試掘坑である。ここでは表土からlmま で造成

第 5調査地点 l tr

450点
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第 1調査地点の成果

図 7 調査区配置図



上が堆積 していたが、それ以下では旧地形をとどめ

ていた。上から表土・造成上・黒褐色粘質土・灰責

褐色粘質上が堆積 し、地表下1.4mで地山に到達す

る。遺物ならびに遺構は検出されなかった。この ト

レンチで検出された黒褐色土は第 2ト レンチの黒褐

色土ときわめてよく似ており、同一層の可能性があ

ろう。ただ、第 4ト レンチで検出された黒褐色土と

地山面は、第 2ト レンチで検出された黒褐色土と地

山面より2.5mも 低い。このことから考えて当トレン

チ周辺の旧地形は、部分的に谷地形を呈していると

考えられる。

第 5ト レンチは調査区の東端に設定したトレンチ

である。ここは地山にまで及漆削平を被っていた。

深さ80cm程度の造成上直下から地山が検出された。

遺溝は検出されなかったが、廃土中から須恵器片が

1片出上した。

当調査地点から出土した遺物はいずれも小片であ

るため図示するには至らなかった。須恵器は甕の胴

部破片であり、内面に同心円タタキを残す。 6世紀

代のものと考えられる。埴輪片と土師器片は、細片

のため所属する時期を決定しがたい。

小 結 今回の調査では、遺構は認められなかった

ものの、第 1ト レンチと第 5ト レンチから埴輪片 。

土師器片・須恵器片が出上した。第 1・ 第 5ト レン

チはともに、待兼山の頂上から北西にのびる尾根の

傾斜面あるいはその裾部分にあたる。よって、これ

らの遺物は、当調査地点の東にある第11調査地点、

あるいは第15調査地′ミ周辺から流出してきた可能性

が高い。当調査地点北側隣接地にあるマンション建

設に伴う立会調査では二重口縁壷片が出土したとい

う。この上器も同様に丘陵の上部から流出してきた

可能性が高い。つまり、当地点の東側には、古墳や

弥生時代の墳墓などの遺構が存在する可能性が高い

のである。とくに第15調査地点は、旧地形が保たれ

ている様子が地形図から読みとることができるので、

そうした遺構が遺存している可能性は十分に考えら

れる。遺物が出上した当調査地点の北半とその周辺

の開発行為には十分注意をはらう必要がある。(清家)

図 8 調査地点全景

図 9 第 1ト

(南から)

併打から)

レンチコーナー部 (南から)

il■」■, ご

図10 第 4ト レンチ全景
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第 2調査地点の成果

調査区の設定 第 2調査地点は旧医療技術短期大学

本館の南側にあたり大阪大学石橋団地に通ずる通学

路沿いに位置する。ここは旧医療技術短期大学跡地

の中でも、第 6調査地点に次いで広い平坦地であり、

かつては平屋建ての食堂が建ち並んでいたという。

この平坦地に 6箇所の トレンチを設定した。

調査成果 当調査地点の南半に設置した第 1ト レン

チと第 2ト レンチでは古墳の周溝と思われる溝を検

出することができた。

第 1ト レンチでは旧表土は失われており、一度削

平が行われた後、造成土が積まれたものと推定され

る。造成上の下には 3～ 11層が堆積する。旧表土は

認められないが、 3～ 11層からは埴輪片が少量出土

調査面積 :200ぽ 調査期間 :981201～ 990331

調査担当 :清家 章

したほかは新しい遺物が含まれていないので、造成

前から堆積していた土層であると思われる。 トレン

チの南半部ではトレンチ東壁面の22層上面から掘削

された溝状の遺構を検出した。溝は東西方向を直線

的に走り、溝内から分量の埴輪が出土したことから、

古墳の周溝と考えられる (図 12)。

周溝の幅は、溝の南側の肩が調査区の外にあるた

め不明であるが、深さは75cmを計る。埴輪は北側か

ら倒れ込んだような状況で出土した (図 17・ 図18)。

溝の底は平坦ではなく、若千の凹凸が認められる。

周溝の北側でも遺構がいくつか存在するので、古墳

が築造される前の遺構である可能性が考えられる。

周溝は22層から掘削されている。このことから、

22層 は周溝掘削以前に堆積した上であり、古墳の盛

第 6調査地点 9 tr
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図11 調査区配置図



T P 45 0m

1 黄褐色(25Y6/6)細粒砂～組粒砂+褐色(10YR4/4)シ ルト～中粒砂
2 オリープ褐色(25Y4/4)シ ルト～粗池砂
3 にない黄褐色(10YR4/3)ン ルト～粗粒砂
4.にない黄褐色l10YR4/3)シ ルト～粗粒砂十褐色(10YR4/4)シ ルト～中粒砂
5,黄褐色(10YR5/6)ン ルト～粗泣砂
6 灰黄褐色(10YR4/2)ン ルト～粗位秒十褐色(10YR4/4)シ ルトー中粒砂
7 灰黄褐色(10YR4/2)シ ルト～粗粒砂十にない黄褐色QOYR5/4)シ ルト～中粒砂
8 に禁い黄褐色(10YR5/4)シ ルト～中粒砂
9 褐色(7 5YR4/4)シ ルト～粗位砂
10 褐色(7 5YR4/4)シ ルト～粗粒砂十におい黄褐色(10YR5/4)ン ルト～中粒砂
H.にない黄褐色(10YR4/3)ン ルト～粗粒7J7+褐色(10YR4/6)シ ルト～粗粒砂
12.褐色(10YR4/6)シ ルトー組粒砂+黄褐色(25Y5/3)シ ルト～粗粒砂
13 褐色(10YR4/4)ン ルト～粗泣砂
14 褐色(7 5YR4/4)シ ルト～粗粒砂
15 暗褐色(10YR3/3)シ ルト～粗粒砂

図12 第 1ト レンチ平面・断面図

騒麗麗]地山

0                        3m

16.褐色(10YR4/6)シ ルト～中粒砂
17 褐色(10YR4/6)ン ルト～中粒砂
18.褐色(10YR4/6)シ ルト～中粒砂
19.灰黄褐色(10YR4/2)シ ルト～中粒砂
20 褐色(10YR4/6)シ ルト～粗粒砂十暗褐色(10YR3/4)シ ルト～中粒砂
21.暗褐色(10YR3/4)シ ルト～中粒砂
22褐色 (10YR4/6)シ ルト～祖粒砂
23.褐色(10YR4/リ シルト～中粒砂
24.に ない黄褐色(10YR5/4)シ ルト～中粒砂十褐色(10YR4/6)シ ルト～中粒砂
25.褐色l10YR4/6)シ ルト～中粒砂十にない黄褐色(10YR5/4)シ ルト～中粒砂
26.褐色(10YR4/6)シ ルト～中粒砂十にない黄褐色(10YR4/3)シ ルト～中粒砂
27.褐色(10YR4/6)シ ルト～中粒砂
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図16 第 1ト レンチ東壁土層 (南半 )

上である可能性を持つ。盛上が部分的に残っている

のであれば、埋葬施設が削平されずに残っている可

含Z隆は高い。周溝の北側に人為的掘削の跡が見られ

るが (23～ 27層 )、 この遺構が埋葬施設の端部である

可能性も捨てきれない。周溝の中から埴輪に混じっ

て鉄器片が一片出土しているが、この古墳の埋葬施

設に伴う可能性がある。

また周溝埋上のさらに上にある10層 。11層 でも掘

削された痕跡が見られる(8層 )。 この掘削も古墳埋

没後の遺構である可能性がある。

第 2ト レンチは、地山直上面まで削平を受けたよ

うであり、造成上直下から地山を検出した。しかし

その地山直上で古墳の周溝と考えられる溝を検出し

ている。溝内からは第 1ト レンチと同時期 と考えら

れる埴輪が出土している。

第 2ト レンチで検出された周溝は第 1ト レンチの

溝よりも60cmも レベルが高く、同一の古墳の周溝と

想定するには躊躇を覚える。しかし、第 2ト レンチ

の東側は擁壁があり、擁壁が作られる前は、急な斜

面あるいは崖が形成されていたと推測される。その

ため第 2ト レンチの溝は東側に屈曲することは考え

られず、西側に屈曲せざるを得ない (図 11)。 さらに

第 1ト レンチと第 2ト レンチで検出された溝は、延

長すると直角に交わる。出上した埴輪も同時期に属

すると考えられるので、 2つの溝は同一古墳の周溝

と考えた方がよい。

第 1ト レンチの周溝肩が直線的であることや、第

1・ 第 2ト レンチの周溝が直交することから、墳形

は方墳と考えられる。また、先述の通 り第 2ト レン

チの東側は擁壁があり、もともと崖状の地形があっ

たことが想定され、この擁壁手前で周溝が曲がらざ

るをえないので、その墳丘規模は一辺10mを大きく

越えることはないと考えられる。

これまでに待兼山遺跡では 4基の古墳あるいは古

墳跡の存在が確認されている。戦前に唐草文帯四神

四獣鏡を出上した古墳は待兼山古墳と呼ばれている。

大阪大学考古学研究室ならびに埋蔵文化財調査室の

調査により3基の古墳の存在が確認されている (福

永編1988)。 それぞれ待兼山 2号墳・3号墳 。4号墳

図13 調査区全景 (南から)

図14 第 1ト レンチ全景 (北から)

図15 第 1ト レンチ東壁土層 (北半 )

第 2調査地点の成果



と呼ばれている。よって、今回検出された古墳は待

兼山 5号墳 ということになる。

第 3ト レンチは第 1ト レンチの西側に設定したト

レンチである。待兼山 5号墳の西側周溝が検出され

ると予想されたが大きく削平を被っており、その存

在を確認することはできなかった。第 4ト レンチも

キャンパス時の造成が及んでおり、地山直上まで境

乱が及んでいた。しかし、地山面には人為的な掘 り

込みが認められた。時期は明確ではないが新 しい遺

物は混入していないので、キャンパス造成時のもの

ではないと考えられる。これも遺構 と考えてよい。

なお、造成土中から埴輪片が数″ミ出上している。

当調査地点の北半に設定した第 5ト レンチと第 6

トレンチでは、表土直下から地山が検出された。当

調査地点の旧地形は現在の標高よりも高 く、キャン

パス造成時に削平を被ったものと思われる。以上の

ことから、第 2調査地点の旧地形は、北東から南西

方向に下る緩斜面であったと思われる。当調査地点

の南側に位置する第 6調査地′ミ第10ト レンチでは旧

地表が遺存しており、その高さはT.P,+46.5mで あ

り、第 2調査地点第 1ト レンチの遺構面よりも2m

高い。つまり、古墳は谷地形の低いところに築かれ

ていたものと思われる。谷部に古墳が一基だけ孤立

して立地することは不自然な現象であるので、待兼

山 5号墳以外にも周辺に古墳が存在した可能性も考

えられる。 (清家 )

出土遺物 第 2調査地点から出上した遺物は 1点の

不明鉄器以外すべて埴輪である。図22-7・ 8は第

2ト レンチから、それ以外は第 1ト レンチから出土

している。なかでも 1～ 6はいずれも第 1ト レンチ

の周溝から出上しており、とくに 5や 6な ど完形に

復元できた個体の破片は溝底部より、まとまって出

土している (図 17)。 出土した埴輪片はいずれも土師

質であり、無黒班であることから害窯焼成であると

考えられる。

図21-1は 円筒埴輪の胴部片で、復元最大径約

15.5cmである。外面には9条/cmの タテハケが認めら

れ、タテハケ後に突帯が貼り付けられている。この

図18 第 1ト レンチ埴輪出土状況 2

図19 第 2ト レンチ全景

図20 第 5ト レンチ東壁

図17 第 1ト レンチ埴輸出土状況 1

旧医療技術短期大学跡地の埋蔵文化財試掘調査
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図22 埴輪実測図 2

図24 円筒埴輪 2

図26 形象埴輪
(写真内の番;は図21,図 22に対応)

図23 円筒埴輪 1
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図25 円筒埴輸 3



破片の下端は粘土組の争U離面である。この手J離状況

から最下段を含む個体である可能性が高い。 2は普

通円筒埴輪の口縁部片で口径のうち 1/6が残存し

ており、復元口径は約30cmである。外面にはわずか

に斜め方向のハケが認められるが、器面の磨耗が激

しく詳細は不明である。内面にはナデの後、斜め方

向に 8条/釦のハケメが施されている。また粘土紐の

継ぎ目が部分的に残存しており、およそ 2伽間隔で

粘土組の継ぎ目が観察できる。 3は円筒埴輪の胴部

片で、復元最大径約16.5cmである。 1、 2同様器面

の風化が激しく外面にはかろうじてタテハケが観察

できるにすぎない。内面には縦方向のナデが認めら

れる。 4は円筒埴輪の胴部片で、復元最大径21cmで

ある。比較的器面の残存状況は良く、突帯貼付時の

ヨコナデに切られる 7条 /cmの タテハケが認められ

る。また、内面には縦方向のナデが観察できる。突

帯下半に円形スカシ孔がみられることから、本例に

ついては突帯貼付後のハケ調整は行われていないと

考えられる。

5は完形に復元し得た普通円筒J●L輪で、全体の約

7割が残存している。器高41.lcm、 口径20.2cm、 基

底部径14.7cm、 突帯 3段を有する。胴部 1段 目と2

段目のそれぞれ 2箇所に位置をたがえて直径 5 cmほ

どの円形スカシが設けられている。突帯の形態は断

面台形が主であるが、最下段は突帯上端が突出し、

断面三角形となっているのが特徴的である。また、

最下段を含め突帯間隔は10cm前後と共通している。

外面調整としては突帯貼付後に原休幅約 3 cmの工具

を用いて、突帯間において 3周程度のヨコハケが施

されている。また、ヨコハケの静止痕は極めて不明

瞭であり、観察される箇所も非常に少ない。このよ

うなヨコハケの特徴は、一瀬和夫による円筒埴輪の

外面調整分類Bb-1種 ヨコハケに相当する (一瀬

1988)。最下段については突帯貼付時のヨヨナデに切

られるタテハケが認められることから、突帯貼付後

の調整は省略されていると考えられる。タテハケお

よびヨコハケとも6～ 7条/cmであり、他の個体にみ

られるハケメに比べてやや粗い。内面には、ほぼ全

面にナデ調整が施されている。

6も 完形に復元し得た普通円筒埴輪で、全体の約

5割が残存している。器高は43.lcm、 復元値ではあ

るが口径は約 26cm、 基底部径は約20cmで、突帯 3段

を有する。 5と 同じく1段目と2段 目のそれぞれ 2

箇所に位置をたがえて直径 6 cmの円形スカシがヨコ

ハケ後に穿孔されている。全体の形態は、底部から

口縁部にかけてやや外反する。突帯の形態は断面台

形であるが、強めのナデにより端部はM字状を呈す

る。最下段および突帯間隔ともに10cm前後であり、

各突帯の間隔が 5と 共通していることには注意が必

要である。外面調整としては 7～ 8本 /帥のタテハケ

が施されており、突帯貼付後、胴部 1段日と2段目

には明瞭な静止痕をもつヨコハケが施されている。

口縁部にも静止痕をもつヨコハケが施されているが、

前者が原体幅約 6 cmで 5～ 6条/cmの調整具を用い

ているのに対し、日縁部には原体幅約 7 cmで 9条/cm

の調整具が使用されている。内面にも底部から約10

cmの範囲を除く全面に原休幅2.5cm以上で 9条/cmの

斜め方向のハケメが認められる。

また、日縁部より12cmの範囲には 4～ 5条/cmのハ

ケメが施されており、外面における胴部と口縁菩るの

ヨコハケの差異に対応する。このような内外面の調

整における】同苦凸と口縁菩るの本目違より、 月同菩るを■■Lげ

た段階で乾燥工程がおかれた可能性が想定できよう。

また、基底部から5 cmの範囲には横方向の軽いケズ

リが認められることから、製作工程の最終段階で埴

輪を倒立させて、底部調整を行っている可能性があ

る。

次に図22掲載の形象leL輪の説明に移る。 7は蓋形

埴輪の笠部片と考えられる。笠部最大径を復元する

ならば約39cmと なり、復元径に対して約1/7の残存と

なる。外面には縦方向に10条/cmと 密なハケメが施さ

れた後、笠部端部より1.5cmの幅でヨコナデが認めら

れる。このヨヨナデ時に幅0.7mmの沈線が形成されて

いるものの、この沈線が文様を意図しているかは不

明である。また、内面にはやや強めのヨヨナデが施

されている。

8は不明形象埴輪片である。細片であるうえに風

化が著しいため不明な点が多いが、下端がわずかに

ピ鷲



外反しており、底部である可能性がある。

埴輪の編年的位置 では、次に当調査区出土l●L輪群

の帰属時期について考えてみたい。まず、いずれの

個休 も無黒斑であることから害窯導入以後であるこ

とは確実である。さらに突帯貼付後の外面調整のあ

りかたに注目すると、静止ヨコハケが施されたイ団体

が存在する一方で、突帯貼付後の外面調整が省略さ

れた個体 も認められる。

円筒埴輪の編年は、川西宏幸による 5期編年が今

日最 も普及している()II西 1978)。 今回の資料は、氏

の編年観によればⅣ期 とV期に属するものが同一の

溝より出上していることから、川西氏の編年柔を採

用するならば、これらはⅣ期からV期の移行期 とし

て位置づけられよう。しかしながら、川西氏以後の

円筒埴輪研究の中で、次のような研究の深化がなさ

れていることには注意が必要である。例えば、天野

末喜と松村隆文は、大阪府南部に位置する古市古墳

群の円筒l●L輪の変遷を述べるなかで、次のような指

摘を行っている (天野・松村1992)。 それは、突帝貼

付後の器面調整、いわゆる2次調整の比率が、
'|1西

氏の編年観でいうところのⅣ期からV期にかけて

公々に低下していくということ、そして 2次調整省

略の動向が埴輪の法量ごとに異なるということであ

る。例えば底部径15cm程度の小型円筒埴輪では 2次

調整の採用期間が極めて短いことから、円筒埴輪を

法量によって大 。中。小型に分類し、それぞれに編

年基準を設ける必要性があると述べている (天野・

松村1992:p.67)。 また、大阪府中部に位置する長原

古墳群出上の埴輪を編年した積山洋は、氏がC類と

する無黒斑で外面に 2次調整をもつ円筒埴輪をもつ

古墳と、C類 と無黒斑で 2次調整をもたない円筒l●L

輪 (D類)を もつ古墳は、両者とも陶邑編年 I型式

1段階 (田辺編年TK73型式)か ら3段階 (TK208型

式)の須恵器が出土しており、現状では明瞭な時期

差は認められないと述べている (積山1992:p.37)。

では、以上の指摘をふまえた上で、当埴輪群には、

どのような編年的位置を与えることができるであろ

うか。まず、注意が必要なのは今回検出した円筒J●L

輪のうち径が復元できたものでは、口縁部径が

30～ 20cm、 底部が20～ 15cmと な り、小型のものがほ

とんどであるという点である。したがって、近年の

研究成果を参考にするならば、小型円筒埴輪で構成

された当調査区の円筒l●L輪を、川西氏による円筒埴

輪編年のⅣ期からV期への移行期 とすることは必ず

しも適当ではない。

同様の状況は当古墳群の南東約3.5km lこ 位置する

豊中市桜塚古墳群のなかでも見受けられる。例えば、

1992年に行われた桜塚古墳群第 4次調査では、北天

平塚古墳の周濠の可台静隆のある遺構が検出された。

当遺構からは、静止ヨコハケが施された小型の円筒

埴輪と突帯貼付後のハケ調整が省略された円筒l●L輪

が共伴して出土している。さらにこれらのl●L輪 とと

もに内面スリケシが施された須恵器大甕が出土して

いるのである(橘田1993)。 このような特徴をも?須

恵器大甕は、TK23型式以前に一般的である (田辺

1966:p.40)。 また、TK73型式の須恵器が出土して

おり、副葬品の内容からも時期の評イ面が定まってい

る桜塚古墳群の御獅子塚古墳の円筒埴輪には、当調

査区出土の埴輪群に認められない最下段に対するヨ

コハケが施されており、かつ静止ヨコハケはBb種 ヨ

ヨハケである (山元1986)。

待兼山遺跡でも1987年 に行われたテニスコー ト用

地内地′くの調査において、斜面地山直上から静■ヨ

コハケが施された小型の円筒埴輪に少量の突帯貼付

後のハケ調整が省略されたものが伴って出土してい

る。両者の関係は、包含層出上であるため明確では

ないが、同一層からTK208型 式と考えられる須恵器

片が出上している (福永1988:p.19)。

以上のような周辺地域におけるありかたを参考に

するならば、本調査区出土の埴輪の帰属時期は、須

恵器編年のTK208型式に相当する時期、すなわち古

墳時代中期中葉段階を想定するのが妥当であろう。

(寺前)

小 結 今回の調査では、新たな古墳の存在を確認

することができた。これまで、待兼山丘陵には夕く

の古墳が分布することが知られていたが、発掘調査

で遺構を検出したのは今回が初めてである。試掘調

Ⅱ 旧医療技術短期大学跡地の埋蔵文化財試掘調査



査という限られた状況の中ではあったが、古墳は 1

辺10m程度の方墳であると推定される。周溝だけで

はなく古墳の盛土や埋葬施設も遺存している可能性

がある。正式な発掘調査で全面を発掘すれば、周溝

が全周する遺存状況のよい古墳が確認されるであろ

う。周溝からは、ほぼ完形に復元することができた

円筒埴輪 2個体や蓋形埴輪の破片も出上した。

古墳時代中期の中小古墳は複数が群をなして存在

することが一般的であるので、 5号墳周辺にも未知

の古墳が埋没している可能性は高い。

待兼山丘陵のある猪名川左岸には西摂でも届指の

古墳群である桜塚古墳群が存在する。今回検出され

た待兼山 5号墳は桜塚古墳群造営期間中に築かれた

と考えられる。桜塚古墳群の被葬者との関連が注目

されよう。

また古墳以外にも複数の遺構が調査区南半で検出

されている。こうした状況から当調査地点の南半部

の建築・造成には十分な注意を払う必要がある。と

くに待兼山 5号墳は地下で良好に保存されていると

考えられるので、保存処置をとることが望ましいと

考える。
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第 3調査地点の成果

調査区の設定 第 3調査地点は待兼山最高所から北

西に延びる尾根の北恨]に位置する (図 4)。 当地は、

その尾根 と第15調査地点にあたる刻ヽ高い丘に挟まれ

た谷部に相当する。待兼山最高所から北西に延びる

尾根の北東斜面は、一部が造成されてテニスコー ト

が設けられていた。また、谷地形の中央部も造成が

行われ、広い平坦面をなしている。この谷部に 4箇

所、尾根の斜面に 2箇所、テニスコー ト隊地に 1箇

所の計 7箇所の調査区を設定した (図 27)。

調査成果 テニスコー ト跡地に第 1ト レンチを設定

した。テニスコー トの整地層と造成上直下から地山

が検出された。テニスコー トの平坦面は尾根の斜面

を削り出すことで造り出されたものと考えられる。

テニスコー ト跡地から谷部へ下る斜面に第 2・ 第 3

調査面積 :130∬ 調査期間 :000228～ 000331

調査担当 :清家 章

トレンチを設定した。第 2・ 第 3ト レンチ付近は造

成上が見られず、表土下約 lmで地山を検出した。

表土と地山の間には明黄褐色シルト層や黄褐色シル

ト混細粒砂層が堆積していた。これらの層は、尾根

上部より土砂が流出して堆積した層であると思われ

る。遺構と遺物は認められなかった。

このように、尾根の傾斜面には遺構も遺物も検出

されなかったのであるが、谷部の平坦面に設置した

第 4ト レンチと第 5ト レンチでは以下に述べるよう

な遺構と遺物が検出されたのである。

第 4ト レンチは況地表から1.9～ 2.7組 の深さまで

造成上が堆積していた (図 32)。 造成上下には旧表土

が全面に遺存しており、キャンパス造成前の旧地形

が完全に保たれていることがわかる。旧表土は、調

査区の北西から南東にむかって傾斜している。この

際
悌

粍
醒
５ｔｒ

削

＼

観 |

調査区配置図
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図28 第 3ト レンチ全景

図29 第 4ト レンチ全景

図31 第 5ト レンチ全景

第 4ト レンチ付近は、現在でこそ平坦面をなしてい

るが、ほんらいは西側にある小高い丘の南東斜面に

当たるものと思われる。旧表上下には、上から順に

明褐色シル ト層 (図32-3層 )・褐色シル ト層 (同 7

層)・ 暗褐色シル ト層 (同 8層 )が堆積する。明褐色

シル ト層からは須恵器と土師器が多量に出土した。

この明褐色シル ト層の上面には遺構が認められない

ので、遺物包含層と考えられる。この明褐色シル ト

層を掘 り下ると褐色シルト層が現れる。この上面で

は複数のピットを検出している。本調査は遺跡の分

布調査を主たる目的としているので、遺構を検出す

るだけにとどめ、遺構の掘削は行わなかった。この

褐色シル ト層以下の状況を把握するため、調査区の

南西壁沿いに幅30帥のサブ トレンチを設定した。褐

色シル ト層とその下の暗褐色シル ト層には遺物はま

ったく含まれていないことが判明している。

第 5ト レンチにおいても、第 4ト レンチと同様な

観察が得られた。現地表から1.3mま で造成上が堆積

し、その下から旧表土・責褐色シル ト層 。暗褐色シ

ル ト層が検出された。責褐色シル ト層は第 4ト レン

チの 3層に対応するものと思われ、この層からは須

恵器片が出土している。暗褐色シル ト層も第 4ト レ

ンチの 7層かあるいは 8層に相当するものと思われ

る。この層からは遺物は出土していないが、その上

面には遺構と思われる上の変色が認められた。しか

し、湧水が激しく壁面の崩壊も激しかったため、確

実に遺構であるかどうかは確認できなかった。

テニスコー トの北側にある平坦面に第 6・ 第 7ト

レンチを設置した。このうち第 6ト レンチでは、厚

さ40cmの 造成上下に厚いコンクリー トが敷きつめら

れており、これを破壊することができなかったため、

これ以上の掘削を断念した。第 7ト レンチでは現地

表下70cmの深さまで造成上が堆積し、その直下から

地山が検出された。この第 6・ 第 7ト レンチ付近は、

もともとは尾根の斜面であったものを、削平により

平坦地に造成したものと思われる。両 トレンチから

は遺物・遺構 ともに検出はされなかった。 (清家 )

出土遺物 今回図示する遺物は、すべて第 4ト レン

図30 第 4ト レンチ土器出土状況

第 3調査地点の成果
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にぶい黄褐色 (10YR5/3)ン ル ト+黒褐色 (5YR2/1)シ ル ト (旧表土 )
明褐色(7 5YR5/6)シ ルト (包含層)

にぶい責褐色(10YR5/4)シ ルト (包含層)

褐色(7 5YR4/3)シ ルト (包含層)

図32 第 4ト

チの包含層 (第 3層 )か ら出上したものである。器

形が確認できるものとしては、須恵器では杯身・高

不・平瓶・甕・短頚壺・甑がある。また、土師質の

土錘も出土している。

杯身は全部で 7フミである。 1～ 3は受部を有す底

部が平底のタイプであり、口径が10.9cm～ 11.2cm、

器高が2.5cm～ 2 7cmの 範囲に坂まる。 4～ 6は受部

を有し、底部が尖 り底のタイプである。 4・ 5は 口

径が10.2～ 10.8cm、 器高が3.5cmの 範囲に収まるが、

6のみ口径が12.3cm、 器高が4.lcmと なり、他の個体

よりもわずかに大きい。 7は受部がないタイプであ

り、口径 13.Ocmで器高4.6cmである。

杯身にみられる調整は器形の差を問わず、内面は

すべて回転ナデ、外面は底部から僅かな部分が回転

ヘラケズリによるほかは、体部の大部分が回転ナデ

による。受部のあるタイプで、回転ヘラケズリの幅

が判明するものについてみると、多くが1/4～ 1/6の

範囲になるが、 4のみ1/2以上 となる。

口径と器高にみる小型化の傾向や受部のない個体

の存在などから、これらの杯身はTK209～ TK217型

0                         2m

6.暗褐色(10YR3/3)シ ルト十褐色(7 5YR4/4)シ ルト (遺構埋土)
7.褐色(7 5YR4/3)シ ルト+褐色(7 5YR4/4)シ ルト
8,暗褐色(7 5YR3/3)ン ルト
9.黒褐色(7 5YR3/2)シ ルト

レンチ南西壁断面図

図35-6

図33 土器 1

図35-4

図34 土器 2
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式期のものであると考えられる。

8は高不の脚部であると思われるが、スカシ孔は

残存部からは確認できない。調整は内・外面ともに

回転ナデによる。また、上部に 2本の沈線が認めら

れる。 9は平瓶の頚部であり、体部 との接合部まで

残存する。調整は内面がユビナデ、外面が回転ナデ

による。復元口径は6.8cmである。■は短預壺であ

り、内外ともに調整は回転ナデによる。復元される

胴部最大径は15.lcmである。10は土錘であり、長さ

は4.6cm、 幅は1.3cm、 孔の直径は0,3cmである。調整

は確認できなかった。12は甑の把手とそれに付属す

る体部の一部であり、調整は内外 ともにユビナデに

よる。ただ、外面には部分的にタタキメが認められ、

把手の取 りつけの際に付いたと思われる指頭圧痕が

残る。休部復元径は約20cmである。 (中村 )

小 結 谷部に設置したトレンチからピットが検出

出土遺物

され、遺物が多量に出上した。本調査以後に行われ

た立会調査 (本報告 :p.58)に おいて、第 4ト レン

チの南側でも遺物包含層が存在することが確認され

た。谷部の平坦面のほぼ全域に包含層が広がってい

るものと思われる。ピットも検出されているので、

当調査地点ならびにその付近で古墳時代後期の集落

が営まれていた可能性が高い。

本調査地点は、 2つの丘に挟まれた谷間にあたり、

通常の集落を営むには条件が良くない場所であるの

で特殊な性格を有した集落の存在が予想される。大

阪大学石橋団地の一部は桜井谷窯跡群の分布域内に

あり、石橋団地内には 2基の窯がこれまでに知られ

ている。さらに未知なる窯が遺存している可能性も

指摘されている。今回出土した須恵器は、桜井谷で

須恵器窯が操業されていたころの遺物であることか

ら、当調査地′ミ周辺に営まれた集落が、須恵器製作

と何らかの関連を有することも考えられよう。(清家)

第 3調査地点の成果



第 4調査地点の成果

調査区の設定 第 4調査地点は旧医療技術短期大学

本館東恨1に ある緩斜面である。ここは待兼山頂上か

ら西に延びる尾根の西側斜面にあたる(図 4)。 かつ

ての校合配置図を見る限り、当調査地点には校合は

立っていなかったようである。当調査地点の東恨1に

は待兼山 2号墳があり、さらに、当調査地点と第 6

調査地′ミの境界をなす道路付近で須恵器が採集され

ている。このことに加えて、過去に建設された校舎

も存在しなかったことから、後世の撹乱が少なく、

遺跡が存在するのであれば、良好に遺存しているこ

とが予想された。そこで、等高線に直交する方向に

6箇所の トレンチを設定した。

調査成果 第 1ト レンチと第 2ト レンチを本調査地

点の南半に設置した。第 1ト レンチでは、キャンパ

ス造成時のものと思われる造成上が約80cmの 厚さで

推積 し、その下からは20～ 30cmの 間層を挟んで地山

が検出された。第 2ト レンチでは、厚さ約60cmの 造

成上直下から地山が検出されている。第 1・ 第 2ト

_́_ 生V6tr

襲 δ

調査面積 :35∬ 調査期間 :000307～ 000331

調査担当 :清家 章

レンチともに旧表土は認められなかった。すなわち

この付近は削平を被 り、その後、盛 り上が行われた

のである。第 1ト レンチの造成土と地山の間に認め

られた土は、人工的な遺物はまったく含まれていな

かったが、しまりが悪いので地山とは考えられない。

丘陵の上方から流出し堆積 した上であろう。

第 3ト レンチと第 4ト レンチは、当調査地点中央

部の緩斜面に設定した トレンチである。両 トレンチ

とも、厚さ1.0～ 1.2mの造成上下から旧表上が検出

された。この付近は削平はされずに、旧表上の上に

造成上が堆積したものと推測される。旧表上の下か

ら厚さ40cm程度のシル ト層を挟んで地山を確認した。

調査区北半には第 5ト レンチと第 6ト レンチを設

置した。第 5ト レンチでは、厚さ70cmの造成上直下

から地山が検出された。第 6ト レンチでは旧表土は

存在せず、表土あるいは造成上直下から地山面が検

出された。このことから、この付近はキャンパス造

成時に削平を被ったものと思われる。

このように当調査地点の各所で造成による盛上が

ぐ、/
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図36 調査区配置図
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図37 第 4ト レンチ

図38 第 5ト レンチ

堆積した様子が認められた。これは、当調査地点の

東に位置する第11調査地点にあった医療技術短期大

学の校合建築に伴う造成によるものであろう。

なお、遺物と遺構はいずれのトレンチからも確認

されなかった。

小 結 調査の結果、第 3・ 第 4ト レンチで旧表土

が検出され、当調査地′くの中央部分は旧地形が保存

されていることが判明した。その一方で、斜面の下

方に位置する第 1・ 第 2・ 第 5ト レンチならびに第

6ト レンチでは、旧表土は検出されず、大きな削平

を被った様子が窺われた。

以上の結果から、以下のような結論が導き出せよ

う。当調査地点の地形はもとより緩斜面であり、キ

ャンパス造成にともなう盛上こそ堆積しているもの

の、その地形は基本的に保たれている。ただ、旧本

館の東側にある擁壁に近い部分や南側の道路に近い

箇所は造成の際に大きな削平が行われたものと思わ

れる。遺構と遺物はともに検出されず、当調査地点

には遺跡は存在しなかったと見て良いだろう。

(清家)

第 4調査地点の成果



第 5調査地点の成果

調査区の設定 第 5調査地点は、旧医療技術短期大

学本館の前面にある道路と、そこから敷地の境界ま

で続 く傾斜面からなるエリアである(図 4)。 道路部

分は厚いコンクリー トが敷かれており、調査が困難

であったため、植え込み部分のみ調査を行った。傾

斜面では、道路との境に植木が並んでいたので、重

機が入ることのできる部分のみ、 トレンチを設けた。

調査成果 第 1調査地点との境界付近 とその南側30

mの斜面部分に第 1・ 第 2ト レンチを設けた (図

39)。 この 2箇所では、重機のバケットが届 く深度ま

で掘削を行ったが、地山面まで到達することができ

なかった。両 トレンチにおいて、地表面から深さ 3

m以上も灰や瓦礫などの廃棄物が堆積 していた。第

5調査地点の北側に隣接する第 1調査地点西端には、

ゴミ収集場隊とゴミ焼却施設跡が存在する。短期大

学で出たゴミがここで焼却され、その灰や廃棄物が

傾斜面に廃棄されていたのであろう。

第 3ト レンチは旧医療技術短期大学正門の北側25

イ
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調査面積 :10m2 調査期間 :981201～ 990331

調査担当 :清家 章

mに設置した。ここでは トレンチ全面にわたって地

山まで及ぶ撹乱が認められた。この周辺は大きく地

形が改変されている可能性が高い。

第 4ト レンチは旧本館の西側にある植え込み部分

である。ここでは、現地表から70cmの深さで地山面

を検出することができた。表土と地山面の間には、

責褐色シル ト層が存在するが、これには人工的な遺

物は含まれていなかった。旧本館に近いところに位

置するが、旧地形を保っている可能性が高い。

小 結 上記の通 り傾斜面部分は、灰や廃棄物が大

量に堆積し、それより下層の状況は不明である。斜

面地の西側では 1箇所しか掘削はできなかったが、

大きな地形改変が行われている可能性が高い。ただ

し、旧本館前の植え込み部分では、旧地形が保存さ

れており、第 1調査地点でも遺物が出土しているこ

とから、十日本館周辺に遺構や遺物が存在する可能性

もある。旧本館解休後は試掘調査等の処置を施す必

要があろう。 (清家)
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第 6調査地点の成果

調査区の設定 第 2調査地点の東側には擁壁が築か

れているが、その擁壁上の平坦面が第 6調査地点で

ある (図 4・ 図40)。 第 6調査地′くの東側には、待兼

山山頂から南に続 く尾根が延びる。当調査地点はそ

の尾根の西側斜面にあたるが、この尾根の斜面を削

り出すことにより校舎建設のための平坦面が確保さ

れたと思われる。そのため旧地形は大幅に改変され

ている可能性が高いと考えられたが、第 2調査地点

では古墳の周溝が検出されているので、この第 6調

査地点においても古墳などの遺構が遺存している可

合を14も 予測された。当調査地点の北側を通る道路の

法面に 1箇所、平坦面に 8箇所、東側にある尾根の

斜面に 1箇所の トレンチを設定した。

調査成果 第 1ト レンチは当調査地ッくの北端に設定

＼
＼ ト`

ニ

｀

ヽ

調査面積 :80ぜ 調査期間 :981201～ 990331

調査担当 :清家 章

したトレンチである。当調査地点の北側には、正門

から尾根上部へ続 く歩道が通じている。この歩道か

ら当調査地点に向かって高さ約 lmの崖面が形成さ

れている。ほんらい、当調査地点の旧地形はこの歩

道の高さまであったと思われるが、校舎建設の平坦

面確保のため現在の高さまで削平を受けたと思われ

る。第 1ト レンチはこの崖面に設定したものである

(図 42)。 壁面を観察したところ、地表面から30～ 40

cmの深さまで造成上が堆積し、その下から明黄褐色

砂礫混シル ト層と褐色シル ト層をはさんで地山が検

出された。遺構は検出されなかったものの、造成上

の中から土師器片が出土している。第 1ト レンチか

ら東に続 く崖面を精査したところ明責褐色砂礫混シ

ル ト層から須恵器片と土師器片が出上した。土器が

小破片であるため時期の確定は難しいが、古墳時代
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後期のものである可能性が高い。これらの遺物はお

そらく、第 1ト レンチめ北東にある待兼山山頂方面

(第16調査地′ミ)か ら流出してきた遺物と考えられ

る。待兼山山頂付近ではこれまでにも須恵器片が採

集され、古墳の可育を隆を持つ高まりも存在するので、

古墳をはじめとする遺跡がその周辺に点左する可能

性が高いとされてきた。第 1ト レンチから見つかっ

た土器は、その可能性を強く支持するものである。

第 2～第 6・ 第 8。 第 9ト レンチは当調査地点の

平坦面に設置したトレンチである。すべてのトレン

チにおいて、表土直下あるいは造成上直下から地山

が検出された。当初の予想通り、尾根の斜面部を削

平し、平坦面が造成されたことが確認される。

東側にある尾根の斜面に設定した第 7ト レンチで

も表上の直下から地山が検出された。当調査地点の

平坦面を造成する際に削平を被ったのであろう。

第10ト レンチは当調査地点のもっとも南に設置し

た調査区である。第 2調査地点の南側にあり、そこ

よりも約1.5m高 い位置にある。ここでは地表面から

約 lmほ ど盛上が堆積しているが、その下から旧表

上が認められたので、第10ト レンチ周辺はキャンパ

ス造成時の削平を免れていることがわかる。黄褐色

砂質土層をはさんで地表下1.3mで地山を検出して

いる。遺物ならびに遺構は検出できなかった。

小 結 当調査地点の中央にある平坦面部分は、当

初の予想通り、旧地形は大きく削平されていること

が判明した。しかし、第 1ト レンチから土師器片と

須恵器片が出土した。これらの遺物は、丘陵の上部

にある第16調査地′点周辺から流出してきた可能性が

高い。遺物が見つかったことにより、第 1ト レンチ

周辺の開発行為には十分注意をはらう必要があろう。

また、第10ト レンチ周辺は造成時の削平から免れて

おり、旧地形が保存されていることが明らかとなっ

た。古墳の存在が明らかとなった第 2調査地点第 1

トレンチと近接する箇所であるので、遺構や遺物が

検出される可台静性は十分に存在する。第10ト レンチ

付近の開発行為にも注意が必要である。  (清家)

第 1ト レンチ北側壁面

図43 第 1ト レンチ土器出土状況

第 7ト レンチじ]44
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第 7調査地点の成果

調査区の設定 待兼山の最高所から南西に延びる尾

根の西側斜面にあたる(図 4)。 この尾根頂部は第13

調査地″くであり、第13調査地点は校合建設に平坦地

を確保する目的で丘陵頂部を削平するような地形の

改変が行われている。当調査地′ミの下方には第 6調

査地点が広がる。第 6調査地点も校舎建設のため削

平が行われ、平坦面が広がっている。第 6調査地点

を造成する折りに、第 7調査地点にある斜面部分も

大きく削平されたようで、第 7調査地点と第 6調査

地点の境界は崖面を呈しており、擁壁にて土留めが

行われている。

しかし、第 7調査地点そのものは、中央に歩道が

敷設されているほかは、人為的な改変の痕跡が少な

い。待兼山最高所から西へ延びる尾根上には古墳と

考えられる高まりが存在し、須恵器片も採集されて

いる。南西に延びる尾根上にも西尾根と同様に遺跡

が広がっていたとすれば、尾根頂部の削平行為に伴

夕/ケ
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調査面積 :36a12 調査期間 :991001～ 991210

調査担当 :清家 章

い、当調査地点に遺物が流出し堆積している可能性

が考えられた。

当調査地点の中央を通る歩道の上方 (東側)と 下

方 (西側)に それぞれ 4箇所の調査区を設定した。

調査成果 調査の結果、歩道を境にして造成による

影響が異なることが判明した。歩道の下方に設定し

た第 5～ 8ト レンチでは数十cmの造成上直下から地

山が検出されている。とくに、第 7ト レンチと第 8

トレンチの西端では、擁壁建設のための掘 り方が確

認された。当調査地点の西半部は地山に及ぶ削平を

被っていることが理解される。

一方、歩道の東側に設けたトレンチのうち、第 1

トレンチでは、旧表土こそ検出されなかったが、表

土と地山の間に、にない黄褐色シルト混中粒砂から

構成される厚さ30cm程度の土層が確認されている。

この上層にはコンクリー トなど況代に属する遺物が
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図45 調査区配置図



まったく含まれていない。この層は造成土ではない

ことがわかる。第 2ト レンチでは、南半部において

表土ならびに造成上直下から地山が検出されたが、

上半部では旧表土が地表下60cmで見つかっている。

遺構はまったく見つかっていないが、造成上中から

土器の破片が出上している。この遺物の表面は摩減

していることに加え、小さな破片にすぎないので、

土器の種類を断定することは難しい。しかし、胎土

の砂粒の入り方や焼成がやや甘いことから現代の上

器片ではなく、埴輪片であると思われる。なお、こ

の上器片以外に、当調査地′ミから遺物は出上してい

ない。

第 3ト レンチならびに第 4ト レンチでは、造成上

の堆積もなく、表上下からに漆い黄色細粒砂からな

る均質な土層と暗灰責色粗粒砂からなる土層が地山

上にあることが確認された。これらの上層も、人エ

的な遺物をまったく含まないので、造成上ではなく、

尾根の上方から自然に堆積した土層であると考えら

れる。つまり、第 3ト レンチと第 4ト レンチは削平

をまったく被っておらず、造成前の地形をそのまま

維持しているものと思われる。

小 結 以上のことをまとめると、当調査地点は歩

道よりも西側にあたる下方において、地山にまでお

よぶ削平が行われたのであるが、歩道よりも上方で

は、改変が小さかったと考えられるのである。

第 2ト レンチからは埴輪片と考えられる土器片が

出上している。造成上中からの出上であるので、当

調査地点の遺構に伴うものではないと考えられる。

先述の通り、当調査地′ミの上方にある尾根頂部が削

平を被っていることから、ここから流れ込んだ可能

性が高いと言えよう。当地点には遺構が遺存してい

る可能性は低いと考えるが、第 2ト レンチ付近につ

いては遺物が出土する可含を隆があるので、第 2ト レ

ンチ周辺の開発行為には十分注意をはらう必要があ

第 2ト レンチ土層

図48 第 4ト レンチ

図49 第 5ト レンチ土層

膠]46

図47 第 3ト レンチ土層

ろう。 (清家 )
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第 8調査地点の成果

調査区の設定 第 8調査地点は、第 7調査地点と第

13調査地点の南側にあたる(図 4)。 地形的には待兼

山の最高所から南西方向に延びる尾根の南側斜面に

あたる。当調査地点は、第13調査地点と隣接する平

坦面とそれから南に下る傾斜面に分けることができ

る。平坦面に 1箇所、傾斜面には 5箇所の トレンチ

を設定した。

調査成果 当調査地点の中央にある平坦面に第 6ト

レンチを設定した。ここでは、表土直下から地山が

検出された。このことにより、平坦面は旧地形を反

映しているのではなく、造成により削平が行われて、

平坦面が造 り出されたものと考えられる。

次に第 1ト レンチと第 2ト レンチを当調査地点の

北西に設置した。両 トレンチともに表土あるいは造

成上直下から地山が検出されている。造成上の厚さ

は平均30cm程度である。つまり、第 1・ 第 2ト レン

調査面積 :30m2 調査期間 :991001～ 991210

調査担当 :清家 章

チの周辺は、キャンパス造成時に削平を受け、その

後、造成上が盛られたと考えられる。遺構と遺物は

ともに見られない。

第 3ト レンチでも地山までおよぶ削平が行われた

ようで、造成土直下から地山が検出されている。こ

のように当調査地点の西半部に設定したトレンチで

は旧表土はすべて失われており、大きな削平行為が

なされたことが理解できる。

第 4ト レンチと第 5ト レンチでは厚く堆積した造

成土の下から旧表上が観察された。旧表土の直下は

地山であり、遺構は見つからなかったものの、この

周辺は旧地形が遺存していると考えられる。また、

第 5ト レンチの造成土から羽釜片が出土した。おそ

らく室町時代に属する土器と考えられる。遺構こそ

検出できなかったものの、羽釜片の出土は、中世の

集落が当丘陵のいずこかに存在した可含を陛を示すも

のである。当調査地点の北東250mの ところにあるガ

0                  20m
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図50 調査区配置図



ス整圧機を設置する際に行われた試掘調査でも、中

世の土器が出土している(本報告 :p.48)。 このガス

整圧機のある場所は、第13調査地′ミが位置する尾根

と待兼山最高所から南東に張り出す尾根に挟まれた

谷地形にある。当調査地点から出土した土器とガス

整圧機地′くの上器が上方から流れ込んできたとする

と、それらの上器が本来あった場所は、第13調査地

点の位置する尾根頂部である可能性がもっとも高い。

待兼山最高所から南束に張り出す尾根は、傾斜が急

であるため、集落を営むことが困難である。また、

そこから当調査地点の第 5ト レンチまで土器が流出

することを想定することは、造成工事がなされたこ

とを考慮に入れても、難しいと考えられるからであ

る。 (清家)

出土遺物 第 5ト レンチ造成上中から瓦質羽釜片が

一点出土した。口縁部から胴部上半にかけての一部

が残存し、復原される口径は約15.8cm、 口縁が内傾

する半球形に近い器形である。焼成は良好、色調は

内面灰色 (5Y6/1)、 外面灰色 (5Y4/1)で、胎土は

少量の長石とごく微量の黒色粒を含む。内面及び外

面の口縁から鍔部にかけてはヨコナデを施し、胴部

外面は横方向のケズリ調整をおこなう。また口縁部

外面には 3条の凹線がめぐらされている。これらの

特徴から当遺物は河内または和泉で生産された可能

性が高く、時期は15世紀頃と考えられる。 (福辻)

小 結 第 8調査地′くでは、西半部と中央部分は大

きな削平を被っていることが判明した。南半の傾斜

地では十日地形が遺存していることが明らかとなった。

また、造成上中からではあるが、中世の羽釜片が出

土した。以前の試掘結果とあわせて考えれば、おそ

らく第13調査地′ミにあたる尾根上に中世集落が営ま

れていた可能性が高い。とするならば、旧地形が遺

存している当調査地点の南半にある傾斜面から、集

落由来の上器が他にも出土する可能性がある。さら

には、こうした傾斜面に集落をとりまく溝などの遺

構が存在する可能性もあるので、今後の開発行為に

0                          10Cm
|

図54 出土羽釜実測図

図51 第 2ト レンチ

図52 第 4ト レンチ

図53 第 6ト レンチ

は十分な配慮が必要である。 (清家 )
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第 9調査地点の成果

調査区の設定 第 9調査地点は待兼山の最高所から

南西に延びる尾根の南東斜面と、同じく待兼山の最

高所から南に延びる尾根の西側斜面にあたる場所で

ある(図 4)。 2つの尾根に挟まれた谷部のほぼ中央

にはガス整圧機が存在する。その建設の折 りに行わ

れた試掘調査では、遺構こそ検出されなかったもの

の中世の上器片が出土した (本報告 :p.48)。 このこ

とから周辺に当該期の遺跡が存在する可能性が考え

られていた。

ガス整圧機建設に伴 う試掘調査で谷部の状況は判

明しているので、南西に延びる尾根の南東斜面を中

心に調査を行うこととした。尾根の斜面に直交する

方向に 6箇所、斜面に平行する方向に 2箇所の調査

区を設置した。

'＼
く載 ~ミミ導て三r＼上=■

調査面積 :36m2 調査期間 :010130～ 010331

調査担当 :清家 章

調査成果 第 1ト レンチと第 2ト レンチは当調査地

点のほぼ中央に、斜面に直交する方向で設けたトレ

ンチである。第 1ト レンチは表土直下で地山が検出

されたため、この近辺が削平されたことがわかる。

しかし、他の調査区では削平を被ったトレンチが少

ない。この尾根の斜面はほんらい一様な傾斜をなし

ているのではなく、若子の起伏を有しており、第 1

トレンチ付近の旧地形は周囲よりやや高かったので

あろう。

第 2ト レンチは、幅1.5m。 長さ3.8mの調査区で

ある。調査区のほとんどが現代の掘削により撹乱さ

れていた。撹舌しから免れていたのは調査区の両端部

にすぎない(図 56)。 撹舌しを受けていない箇所で土層

を観察すると、造成上は堆積せず、表土・黒色シル

ト層と3つの褐色シルト層を経て大阪層群に至る。

尭

イイィ

第 9調査地点の成果

図55 調査区麓置図
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T P 60 0m

1.黒色(10YRl.7/1)シ ルト～極粗粒砂
2.褐色(10YR4/4)シ ルト～極粗粒砂
3.褐色(7 5YR4/4)シ ルト～粗粒砂
4.褐色(7.5YR4/4)シ ルト～極粗粒砂
十褐色(10Y良4/6)シルト～極組粒砂

国電錮地山

o                                                    4m

図56 第 2ト レンチ平面・断面図
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図60

このうち、調査区の東隅の断面にある第 3層 には土

器片が含まれていた。この上器片の実態を確認する

ため、土層断面図作成後に土器を採取しようとした

ところ、土器片は壁の奥まで続 くことが判明した。

土層断面では確認できなかったものの、遺構の可能

性も考えられたので、調査区の東隅を拡張し、土器

を平面において検出することとした。第 3層上面ま

で掘削して精査 したが、この時点では掘 り方を確認

できなかったため掘削を続けたところ、横位になっ

た甕を検出した。あらためて周辺を精査したところ

掘 り方を確認することができ、土器棺であることが

判明したのである。

土器棺については後述するとして、他の調査区の

報告を先に進めることとする。他の調査区において

も部分的に撹舌しを被っているところがあるものの、

第 4・ 第 5。 第 6ト レンチでは造成上下から旧表土

が検出され、造成時に削平は受けていないようであ

る。第 7・ 第 8ト レンチにおいては造成上の堆積す

ら見られず、造成前の地形を残しているようである。

いずれの調査区でも、旧表上下に 1層 あるいは 2層

の問層をはさんで地山を検出している。遺構は検出

されていないものの、第 6ト レンチの撹乱土中から

須恵器片が数片出上している。 (清家 )

土器棺墓 第 2ト レンチの東隅コーナー付近、地表

下約0.7～ 0.8m、 標高約60.3mで検出した。土墳の

平面形は不整な楕円形で、長軸がおよそ南北方向で

ある。土墳西側の大部分は撹乱を受け削られている。

土墳は南壁土層の観察から第 3層 より掘り込まれた

と推浪Iさ れる。土媛の掘 り込み下端は南壁および東

壁土層の観察から地山直上の第 4層に達していると

捉えられた。

残存する土渡の長径は0.88m、 短径は0.27m、 最

深部の深さは0.18mを 測る。土墳断面の形状は緩や

かな弧状を呈する。

土娠内埋土は明褐色シル トで、土器棺の下半部を

覆っている。土器棺設置の際に施されたと推測され

る置き上の層は、不明環なため見出せなかった。土

器棺内埋土は褐色シルトである。土器棺内埋土から

図57第 2ト レンチ

図58 土器棺出土状況 1

図59 土器棺出土状況 2

第 9調査地点の成果

第 7ト レンチ
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図61 土器棺平面・断面図

は、土器片数点を検出したにとどまった。

土器棺は 2個体の土師器甕の口縁を合わせ、ほぼ

横位の状態で出上した。上器棺の長軸は土獲の長軸

に沿っており、ほぼ南北方向である。

北側から出土した土器棺は、土渡同様に西側の大

部分が撹乱を受けていたため残存状況が良好でなか

った。ただし、口縁部から胴部にかけての東側の一

部は原状をとどめており、南側から出上した土器棺

との関係が捉えられた。なお、撹乱を受けて原位置

をとどめていないと判聯された土器片については、

随時とりあげた。

南側から出土した土器棺は、残存状況が良好であ

ったため、ほぼ原状をとどめていると推測された。

しかし、検出過程において胴部から底部の一部では

欠けている部分が存左することが確認された。その

欠けた部分のうちの一部は、土器棺内部の埋土に含

まれていた上器片と接合する。

出土遺物 土器棺に使用された上器は 2個体で、い

ずれも土師器甕である。棺に使用された土器以外に

遺物は出上していない。

1は 南側に埋置 された甕である。残存率 は約

60～ 70%で主に底部付近を欠 くが、特に打ち欠いた

形跡は認められない。

国縁部断面は「く」字状に屈曲しやや直線的に開

く。日縁端部は外傾 し端面をもつ。胴部はやや長胴

であまり張らない。底部は丸底を呈する。法量は口

径が22.2cm、 胴部最大径が21.5cm、 残存器高が29.2

伽である。

内面調整は、口縁部付近が断続的なヨコハケ、頚

部付近がヨコナデ、胴部上位がヨコハケ後ナデ、胴

部中位から下位がタテ方向のケズリ後ナデである。

また内面には粘土帯の継ぎ目や指頭圧痕が残されて

おり、粗雑な仕上げがうかがえる。現状で観察しう

る粘土帯幅は約2.5～ 3.Ocmである。

外面調整は口縁端部から頚部付近がヨヨナデ、胴

部が断続的なタテハケ、底部付近が不定方向のハケ

である。また日縁菩Ьの一部には、胴部に施したハケ

エ具の終点と考えられる痕跡が認められる。

胎土は石英や白色粒、赤色粒などの砂粒・細粒を

若千含む。色調は内外面とも橙色で、焼成は良好で

ある。胴部片側下半には黒斑が認められるが、煤の

付着はなく煮炊きに使用された痕跡はない。

2は 北側 に埋置 された甕である。残存率 は約

Ⅱ 旧医療技術短期大学跡地の埋蔵文化財試掘調査



20～ 30%で 回縁部から胴部上半が残存していた。

口縁部断面は「くJ字状に屈曲しやや直線的に開

く。口縁端部は外傾 し端面をもつ。胴部はやや長胴

であまり張らない。底部は残存していないためその

形状が不明であるが、胴下部の形状から丸底が推定

される。 法量は口径が22.4cm、  】同部最大径が22.6cm、

残存器高が22.9cmである。

内面調整は、口縁部から頚部付近が断続的なヨコ

ハケ、胴部上位がヨコハケ後ナデ、胴部中位から下

位がタテ方向のケズリ後ナデである。また内面には

粘土帯の継ぎ目や指頭圧痕が残されており、粗雑な

仕上げがうかがえる。現状で観察しうる粘土帯幅は

0                                         20cm
|

図62 出土遺物実測図
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図63 土器棺 1 図64 土器棺 2



約2.5～ 3.Ocmである。

外面調整は口縁端部から頚部付近がヨヨナデ、胴

部が断続的なタテハケである。また日縁部の一部に

は、胴部に施したハケエ具の終点と考えられる痕跡

が認められる。

胎土は石英や白色粒、赤色粒などの砂粒・細粒を

若千含む。色調は内外面とも橙色で、焼成は良好で

ある。現状で観察しうる残存部位に黒斑および煤の

付着はない。

以上のように両者はほぼ同型式と捉えられる。両

者は口縁部断面が「く」字状を呈すること、調整が

タタキや受け具の痕跡を残す段階以前のものである

ことなどから、所属時期は 8世紀前半頃と推測され

る。上器の地域的特徴は小笠原好彦氏の分類による

「河内型」及び「和泉型」に近似し、大阪湾沿岸地域

との共通性がうかがえる (小笠原1980:pp.55～

56)。 本事例に類似した古代土師器の合口上器棺の例

は、摂津地域で上室古墳群 (大阪府高槻市)、 梶原古

墳群 (大阪府高槻市)な どがある。これらはいずれ

も丘陵先端の微高地上に位置する。    (西 谷)

小 結 この調査区は、キャンパス造成に伴う撹乱
が及んでいる部分があるものの、旧地形が保存され

ている箇所も多いことが明らかとなった。第 2ト レ

ンチからは奈良時代の上器棺が検出され、他のトレ

ンチから須恵器片も数片出土していることから、当

調査地点に上驀棺以外の遺構が遺存している可能性

は高い。

余良時代の遺構は大阪大学石椅団地内では初の検

出例となる。キャンパスの南側に位置する南刀根山

からは奈良時代の骨蔵器が見つかっている (豊中市

史編纂委員会1960:図版43・ 44)。 今回調査された土

器棺と時期が近 く、墓という遺構の性格も共通する。

当調査地点の限下には奈良時代の大集落である宮

ノ前遺跡が広がっており、そうした集落域に対応す

る墓域の性格を持っていた可能性があろう。今後の
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第10調査地点の成果

調査区の設定 第10調査地点は第 9調査地′ミの東側

にあり、大学の入 り回、通称石橋門から北へ続 く私

道沿いに位置する。地形的には丘陵の最高所から南

東方向に延びる尾根頂部先端部分 とその南側斜面を

下 りきった平坦面にあたる。尾根頂部に 2箇所、平

坦面に 4箇所の トレンチを設定した。

調査成果 尾根頂部には第 1ト レンチと第 2ト レン

チを設定 した。両 トレンチともに表土直下から地山

が検出されている。キャンパス造成時に削平を受け

たものであろう。遺構・遺物 ともに認められなかっ

た。

第 3ト レンチは石橋門の私道を狭んだ北側に設置

した。 2m四 方の調査区を設けたが、地表下70cmま

で瓦礫を多数含んだ造成上が堆積 し、その直下から

地山が検出されている。

調査面積 :24m2 調査期間 :010130～ 010331

調査担当 :清家 章

第 3ト レンチの東側25mに は、時期は不明である

が、4.5m× 1.5mの長方形を呈する深さ0.5～ 2mに

及ぶ掘削跡が存在していた。この掘削跡を精査 し第

4ト レンチとした。第 4ト レンチの壁面を観察する

と、表上下30calで旧表上が認められた。旧表上の直

下からは地山が検出された。つまり、この付近は地

山まで及ぶ掘削が 1度行われた後、しばらく地山が

露出していたものと思われる。その後、造成上がお

かれ、再び掘削が行われたのだと考えることができ

る。

第 4ト レンチのさらに10m東に第 5ト レンチ、さ

らに 5m東に第 6ト レンチを設置した。第 5。 第 6

トレンチ付近は造成が行われた様子は観察されなか

った。表上下1.Omで地山面を検出した。表土から地

山上面までは、大阪層群に由来すると思われる上が

流れ込んで堆積 していた。その上層の中から、第 5。

…
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第10調査地′ミの成果

図65 調査区配置図



第 6ト レンチの両方において須恵器が数片出上して

いる。小破片のため図示できなかったが、おそらく

古墳時代のものと思われる。

小 結 尾根頂部ならびに平坦面の西半部は大きな

削平を被 り旧地形はほとんど遺存していなかった。

しかし、東半部は造成が行われた様子がまったく

なく、流土中からの出土ではあるが、須恵器が数片

出上した。おそらく第10地点の北側に古墳時代の遺

構があり、そこから流れ込んできたものと思われる。

今回は遺構こそ検出できなかったが、当調査地点の

東半部には、遺物が少なからず包含されている可能

性が高い。今後の開発には注意が必要である。

(清家 )

トレンチ

図67 第 6ト レンチ

第
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第13調査地点南半部の成果

調査地点の立地 当調査地 ミ́は丘陵の最高所から南

西方向に延びる尾根の頂部先端にあたる。ここには

かつて医療技術短期大学の校合が建設されていたの

で、丘陵頂部 とはいえ、かなり広い平坦地となって

いる。このため、校合建設に際して平坦地を確保す

る目的で丘陵頂部を削平するような地形の改変が行

われていることが、調査前から予想された。そこで、

旧地形が残存している可能性の高い平坦地周縁部を

中心に試掘坑を設定した。

調査成果 丘陵頂部の周縁部分に第 1～ 第 4と 第

8。 第 9ト レンチを設定した。丘陵頂部の平坦面に

第 5～第 7ト レンチを設置した。

まず、丘陵頂部の平坦面について報告する。第 5

～第 7ト レンチの地山上面は標高65.2～ 65.6mの高

さで水平に整地されていた。いずれの トレンチにお

いても地山直上に瓦礫を分く含む造成土ないし盛土

/=
/テ /
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調査面積 !44m2 調査期間 :980309～ 980313

調査担当 :杉井 健

が堆積していた。校舎建設時に丘陵頂部が地山まで

削平され水平に整地されたものと考えられる。

次に丘陵頂部の北側周縁部に設けた第 1～ 第 3ト

レンチを見てみよう。第 1ト レンチでは責褐色シル

トからなる地山が地表下 2mで検出されている。第

2。 第 3ト レンチにおいては地表下20～ 30cmと いう

浅いところから地山を検出している。いずれのトレ

ンチでも地山直上に造成上が堆積している。つまり、

一度地山まで削平された後に、造成土が堆積してい

るのである。

次に丘陵平坦地南側周縁部について記述を進める。

第 4ト レンチでは、地表下約 lmの深さで西側に傾

斜する地山面を検出した。地山の直上に造成上が堆

積している状況は他のトレンチと同様であるが、地

山面で人為的な掘削が観察された。調査範囲が限ら

れていたため、その性格と掘削時期は不明である。

第 8ト レンチでは旧地表が残存していることが確認
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第13調査地点南半部の成果

図68 調査区配置図



された。つまり、この周辺では地山に達するほどの

改変を受けておらず、旧地形が残存しているのであ

る。旧表土と地山の間には厚さ20cmの褐色粘質土層

が認められる。この層からは遺物は出土しなかった

ものの、造成時に撹乱を受けていないので、遺物を

含む可能性を持つ。第 9ト レンチでは厚さ 5 cmの造

成上の下から地山面が検出されている。この付近は

キャンパス造成時に地山まで削平を被ったものと思

われる。

Jヽ 結 今回調査 したほとんどの トレンチにおいて、

地山の直上に、医療技術短期大学の校舎建設に伴う

と考えられる造成上が堆積 していることを確認した。

遺構 と遺物はともに検出されていない。とくに頂部

平坦地は、地山に達するまで改変を受けているため、

埋蔵文化財を包含するような層は残存していない。

よって、頂部平坦面の開発行為に関しては支障はな

いものと判断される。しかし、当調査地点の西側に

ある第 7調査地点では上部から流れ込んできたと思

われる埴輪片が 1フミ出上しており、かつては本調査

地点に古墳があった可能性もある。下に述べるよう

に当調査地点南西部においては旧地形や包含層の存

在の可能性が指摘されることから、平坦地から傾斜

変換フ点付近については立合調査などの処置を施す必

要を感じる。

当調査地点の西端部にある第 4ト レンチでは人為

的な掘 り込みが確認され、第 8ト レンチでは旧地形

が残存していることが判明している。限られた範囲

の調査なので第 4ト レンチの掘 り込みの時期や性格

は不明であるが、遺構である可能性も存在する。第

4・ 第 8ト レンチ周辺ならびに丘陵西側斜面部分に

おける今後の開発行為前には、何らかの調査処置が

必要 と考える。とくに丘陵頂部平坦地からから斜面

への傾斜変換ッミ付近は十分注意する必要がある。

図69 全景

図70 第 1ト レンチ

第 3ト レンチ

図72第 8ト レンチ

図71

(杉井・清家 )

Ⅱ 旧医療技術短期大学跡地の埋蔵文化財試掘調査





Ⅲ 大阪大学石橋団地内における試掘調査と立会調査



Ⅲ 大阪大学石椅団地内における
試掘調査 と立会調査

大阪大学のキャンパスにはさまざまな時代の遺跡

の存在が確認されている。石橋団地の全域が待兼山

遺跡の中にあり、中之島の医学部跡地は近世の蔵屋

敷跡として、周知の遺跡の範囲内にある。大阪大学

では、大学内の遺跡の調査 と保存に対応するため、

「大阪大学埋蔵文化財調査委員会」を設置している。

委員会では、学内の建設に伴 う遺跡調査に関する事

項を協議し、調査に関わる専門委員をおいて、種々

の工事 と調査の対応を行っている。

委員会による指導の下、校舎建築工事などの大規

模な工事や遺構・遺物が検出される可能性の高い地

点に関しては試掘調査を行って、事前に埋蔵文化財

の有無を確認している。配管や道路標識など軽微な

工事に関しては立会調査を行って文化財の保全に対

応している。

これまでに1988年 に学術報告書を発行し、1988年

図73 共同溝ステーション立会調査

鞘 鐵
図74 ガス整圧機試掘調査出土遺物
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3月 までに行われた調査については、そこで報告が

なされている (福永編1988:pp.5-6)。 それ以後

も、本学構内では工事計画が間断なく続き、その度

に調査を行っている。

本章では、1988年 4月 から2000年 12月 までに行わ

れた調査について報告を行 うものである。旧医療技

術短期大学における試掘調査については、前章で示

しているので、ここでは割愛した。

なお、以下の穀告の執筆は、基本的に調査担当者

が4子っている。調査報告の番号は図112の番号に対応

している。 (清家)
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図77 教養部二号館解休工事試掘調査

図78 言語文化研究科校舎建設工事立会調査

大阪大学石橋団地内における試掘調査と立会調査



図79 駐車場建設工事試掘調査出土遺物
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図82 理学部宇宙物理科校合建設工事試掘調査

11 駐車場建設工事試掘調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 921121～ 921125

調査結果 調査区南半では表土直下で地山を検出した。

キャンパス造成時に削平を被ったものと思われる。一方、

南半は厚い造成上の下に旧地形が残存していることが判

明した。lFL削深度が25m以上に及ぶため、造成上下の状

況は十分追求はできなかったが、揚げ土から約10片の上

器を採集した。弥上土器か埴輪と考えられる。

12 駐車場建設工事立会調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9301～ 9302

調査結果 1992年 11月 に試掘した箇所の立会調査で検出

した遺7//Jが出上した層まで届かない。

13 基礎工学部ボンベ庫建設工事試掘調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9302

調査結果 工事域内の 2箇所で坪掘 りを実施。現地表下
3mま で盛土。それ以下は改変が及ばないため未調査。

この地点は乳母ヶ谷池に岬状に張り出す部分であるが、

上層はほとんどがキャンパス造成時に押してきた盛土と

判断。

14 情報ネッ トワーク設備工事立会調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9311～ 9312

調査結果 極限物質研究センター周辺の工区を重点的に

調査を行う。現地表下 lm内外の掘削。ほとんどが盛土

内で終始。

15 教養部校舎建設工事立会調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9312
調査結果 二号館解休後の校合新設工事においてコンク
リー トパイル打設時の掘削揚げ土を観察するが、遺物は

確認できなかった。

16 理学部宇宙物理科校舎建設工事試掘調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 930707～ 930712

調査結果 15箇所の トレンチを設置したが、重機の掘削

可能深度で地山を検出したトレンチは 2箇所にすぎない。

そこでも旧地形は大きく削平されていることが半」明した。

17 理学部 RIセ ンター増築工事試掘調査
担 当 者 福永伸哉  調査日程 931220

調査結果 15本の トレンチを設置した。旧地形は南へ下

る傾斜面であり、造成上を盛って平坦面が形作られてい

る。 4m以上掘削しても、地山に達 しない トレンチが多
く、造成上下の状況が判明した 2本の トレンチによれば

旧地形が失われていることが判明した。

図80 基掟工学部ボンベ庫建設工事試掘調査

図81 教養部校舎建設工事立会調査



18 基幹整備 (ガス管埋設)関連立会調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9401
調査結果 地表下150cmま で濁黄褐色粘質土存在。木ぎれ

を含む汚れた粘質上で、キャンパス造成時の盛土と判断。

工事掘削深度の関係で、調査は盛上下までは至らず。

19 国際交流会館建設工事試掘調査

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9402

調査結果 池埋め立て部はオールケーシング作業時のあ

げ上を観察。遺物なし。池東岸方向の法面付近では旧地

形良好に残存。出土遺物はないが、学内の他地点では遺

物が出上した同じ層が存在しており、今後注意が必要で

ある。

20 豊中地区総合 グラウン ド防球 フェンス設置

担 当 者 福永伸哉  調査日程 9403
調査結果 乎し母ヶ谷池北東岸付近の支柱設置場所の掘削
に立ち会い。深度 1～ 2m。 すべて盛上の範囲内にあり、

遺構・遺物ともに認められなかった。

21 文学部美学棟エレベーターエ事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 940526～ 940601

調査結果 現地表下0.7mで地山を検出した。地山の直上

まで造成上が堆積しており、遺構・遺物は認められなか

った。

22 基幹・環境 (共同溝 )工事 (工門付近 )立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 940606～ 940608

調査結果 現地表下1.7mで地山を検出した。地山の直上

まで造成上が堆積 しており、遺構 。遺4/4は認められなか

った。

23 旧教養部 (口 号館)エ レベーターエ事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 940614

調査結果 現地表より30cm、 造成上直下で地山を検出し
た。

24 第 2国際交流会館ガス配管工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 940620

調査結果 かつてのガス配管工事で掘削された箇所の再

掘削であるので、掘削範囲には遺構や遺物は遺存してい

なかった。ただし、かつての掘削が及んでいないところ

では、旧地形が残存していることが判明した。

23 石橋福利会館 (待兼山会館)改築工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 940727～ 940824

調査結果 既存建物の整地層直下から地山が検出された。

遺構 。遺物ともに認められなかった。

図83 国際交流会館建設工事試掘調査

図84 文学部美学棟エレベーターエ事立会調査

図85 旧教養部エレベーターエ事立会調査

図86 石橋福利会館改築工事立会調査

大灰大学石橋団地内における試掘調査 と立会調査



図88 井水配管及び給水管改修工事立会調査

図90 石橋福利施設建設工事試掘調査

26 配管確認のための掘削立会調査

担当者 杉井 健  調査日程 941013～ 941020

調査結果 いくつかの地点で旧地形が残存していること

が明らかとなったが、遺構 。遺物はともに認められなか

った。

27 消火栓漏水原因探求に関する掘削工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 941214

調査結果 かつての給水管配管工事で掘削された箇所の

再掘削であるので、掘削範囲には遺構や遺物は遺存して

いなかった。

20 共通教育管理講義棟新営機械設備工事に関す
る口号館系統屋外埋設汚染配水管の迂回工事

立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950118～ 950119

調査結果 工事の掘削は地表下 3mま で及んだが、造成

上の堆積内に掘削はとどまった。

29 共通教育管理講義棟その他工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950217～ 950227

調査結果 当地点の南半は現地表より3m下でも造成上

が堆積しており、旧地形や地山が残存していたとしても、

さらに地下にあるものと思われる。北半では旧地形が残

存しており、地山上に黄色粘性砂質上の堆積が認められ

た。この上層は他の調査地フミでは遺物を含むことがある

ので、注意深 く観察したが、この調査ではその存在を確

認することはできなかった。

30 共同固E水管設備工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950306～ 950307

調査結果 かつての配管工事で掘削された箇所の再掘削

であるので、その埋め戻しの上が確認されたにすぎない。

遺物は出土していない。

31 井水配管及び給水管改修工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950306～ 950329

調査結果 配管設置工事のため、工事によるすべての掘

削は lm以内の深度で収まり、造成上を検出するにとど

まった。

32 災害復旧 (中 山池周辺 )工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950307～ 950315

調査結果 工事は、1994年 9月 7日 におきた水害の際に

移設した水道管を復旧する作業であった。掘削深度は 1

m程度であり、地表下から掘削深度までは造成上で占め

られていた。一部で地山を検出している。

図87 共同配水管設備工事立会調査

図89 災害復旧 (中 山池周辺)工事立会調査

配管確認のための掘削立会調査



33 石橋福利施設建設工事試掘調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950314～ 950322

調査結果 すべての トレンチにおいて表土直下あるいは

造成上直下から地山が検出された。

34 機械設備災害復旧工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950523

調査結果 基礎工学部前のメインス トリー ト西側にある

斜面を掘削した。メインストリー トに近いところでは、

表土直下から地山が検出された。ただ、丘斜面上方では

旧地形が遺存していることが確認された。

35 仮設課外活動施設建設工事試掘調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950626～ 950627

調査結果 現地表から3m以上掘削を行ったが、造成上

が確認されたにとどまる。旧地形や地山はさらに深いと

ころにあるものと考えられる。

36 ゴルフ練習場建設工事試掘調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 950707～ 950711

調査結果 現地表から地下50cmで地山を検出した。当地

点はかつて旧医療技術短期大学校合が建っていた場所に

当たり、その造成時に大きく削平を被ったと思われる。

37 理学部東側配管工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 951024

調査結果 二尾池西lRlに ある井戸から理学部への配管工

事による掘削に立ち会う。掘削箇所は二尾池への傾斜地、

および理学部東側の駐車場である。三尾池への傾斜地で

は、配管をすえる基礎部分のみの掘削 (掘削深度50～ 70

cm程度)であったため,表土とその下部の造成上を確認

したにとどまる。理学部東側の駐車場では、掘削深度が

1.5mに およぶ筋掘 りであったが、青灰色粘上、および黄

褐色粘上の造成土の堆積を確認しえたのみである。

38 配水管敷設工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 951026～ 951101

調査結果 ラジオ・アイソトープセンター西側道路から

南へ向かっての筋掘 りに立ち会う。掘削深度は 3m程度

におよんだが、中央環状線道路付近およびその北側の空

閑地では、造成上の堆積を確認したにとどまる。一部で

は、掘削深度最下層において、かつて埋設されたヒュー

ム管を検出している。一方、ラジオ・アイソトープセン

ター西側道路地点では、深度1.5～ 2mに おいて、南へ傾

斜する旧地表を検出した。その直下に礫混じりの黄色砂

質土が厚さ数10cm程度堆積 していたが、遺物の包含を確

図93 理学部東側配管工事立会調査

仮設課外活動施設建設工事試掘調査

図92 ゴルフ練習場建設工事試掘調査

図94 配水管敷設工事立会調査

Ⅲ 大阪大学石橋団地内における試掘調査と立会調査



図97 軽井工事立会調査

認することはできなかった。黄色砂質上の直下には、南

へ傾斜する地山が存在することを確認した。

39 文法経棟中庭プレハブ建設工事試掘調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 951114～ 951117

調査結果  2箇所に試掘坑を設定した。両 トレンチでは

造成上直下から地山が確認されたが、地山が確認された

レベルが1.6mも 異なる。ほんらいこの地は南から北へ下

る傾斜地であったものと推察される。

40 基幹 。環境整備 (共同溝)工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 9512～ 9606

調査結果 東食堂から理学部および基礎工学部東恨Jへ通

じる道路において行われた共同溝建設工事に随時立ち会

った。掘削深度が 5mに達する部分もあったが、そのほ

とんどの部分で造成上を検出するにとどまった。ただし、

基礎工学部付近では造成土の堆積層が薄 くなり、その直

下に黄褐色粘上の地山が存在することを確認した。

41 図書館本館西側入口前掘削工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960111

調査結果 図書館本館の西側出入口前の掘削中に立ち会

うが、掘削深度は50cm程度であり、造成上を確認したに

とどまった。

42 基礎工学部南側道路掘肖u工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960207

調査結果 基礎工学部および理学部偵Jか らラ・フォーレ

食堂へ通じる道路の北端に沿った筋掘 り(掘削深度60cm)

に立ち会い、そのほとんどの部分で黄褐色粘土の地山と

思われる土層を表土直下で検出した。ただし、筋掘 りの

東端部分では、地山が傾斜してレベルを下げていき、そ

の直上に地山ブロック混じりの造成上が堆積している。

43 攀井工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960329～ 960404

調査結果 当地はかつて建築物が存在したため,すでに

造成された箇所であった。撃井工事に伴って約 7× 2m

の面積を深度 lm程度掘削する工事に立ち会った。その

上半部は造成上のみであったが,地表下50cm程度におい

て、北西側に傾斜する旧地表を検出した。その下位には

褐黄色粘質上が薄 く堆積していたため慎重に精査したが、

遺物の包含を確認することはできなかった。褐黄色粘質

上の下位は、よくしまった灰黄色粘質上をはさんで地山

にいたる。なお、掘削範囲の南東部では、すでに旧地表

や褐黄色粘質土などは失われ、造成上の直下に地山が存

図95 文法経棟中庭プレハブ建設工事試掘調査

図96 図書館本館西側入口前掘削工事立会調査

図98 共通教育校合新営配管埋設工事立会調査

54 1 文法経棟中庭プレハブ建設工事試掘調査



することを確認した。

44 共通教育校舎新営にかかる配管埋設工事立会
調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960418～ 960422

調査結果 口号館解休に先立つ配管移設工事の筋掘 りに

立ち会い、掘削が造成上中にとどまることを確認した。

45 機械整備工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960510
調査結果 理学部校合の東側中庭における配管工事の筋
掘 りに立ち会い、掘削が造成上中にとどまることを確認

した。

46 共同溝工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960513-960528
調査結果 情報処理教育センター西側のテニスコー ト部
分から文法経棟南側の道路にかけて行われた共同溝建設

工事に立ち会った。掘削深度は 3mに およんだが、現地

表下に、テニスコー ト造成に伴う約50cmの整地層が存在

し、その直下は青灰色粘質上、および黄褐色砂質上の地

山であった。

47 配管工事 (基礎工学部北側 )立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960618～ 960619

調査結果 基礎工学部北側における配管工事の筋掘 りに

立ち会い、掘削が造成上中にとどまることを確認した。

48 漏水箇所確認工事 (柔剣道場東側 )立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960624

調査結果 柔剣道場東側のアスファル ト敷設部分を面積
2× 2m、 深度1.5mに わたって掘削する工事に立ち会

い、掘削が造成上中にとどまることを確認した。

49 ATMケ ーブルエ事 (口 号館北側 )立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960705～ 960708

調査結果 口号館北側道路における筋掘 りに立ち会い、

掘削深度が 2mに およんだが、青灰色粘上の造成上を確

認するにとどまった。

50 ATMケ ープルエ事 (極限物質セ ンター北側 )
立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960716

調査結果 極限物質センター北側道路における筋掘 りに

立ち会った。現地表下 lm程度において、一部に旧地表

が残存していることを確認した。掘削深度が1.3mに およ

んだため注意深 く観察したが、遺物の包含を確認するこ

図99 機械整備工事立会調査

図100 共同溝工事立会調査

図101 配管工事 (基礎工学部北側)立会調査

大阪大学石橋団地内における試掘調査と立会調査
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図102 国際公共施設建設工事試掘調査

とはできなかった。しかし、当地の南倶」では、以前の調

査で遺物包含層の存在が確認されているため、今後の工

事においても慎重に掘削を行う必要がある。

51 共通教育校舎 (口号館南側建物西半部)立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 960821～ 960930

調査結果 共通教育校舎新営工事に伴う基礎掘削中に随

時立ち会ったが、造成上の存在を確認するにとどまった。

52 国際公共施設建設工事試掘調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 970819

調査結果  4箇所の トレンチを設置した。すべての トレ

ンチで造成上直下から地山を検出した。遺物・遺構とも

に認められなかった。

開 理学部宇宙物理学棟建設工事立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 980127～ 980210

調査結果 工事に伴う基礎掘削中に随時立ち会った。掘

削深度は 5mに およんだが、造成上の存在を確認するに

とどまった。

54 1日医療技術短期大学跡地建物撤去立会調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 980212～ 980225

調査結果 旧医療技術短期大学校合の撤去工事に随時立

ち会ったが、既設の上屋、および基礎の一部を撤去する

にとどまったため、土層堆積状況を詳細に確認すること

はできなかった。

55 旧医療技術短期大学跡地第 13地点南半試掘調査

担 当 者 杉井 健  調査日程 980309～ 980313

調査結果 本書掲載

58 基礎工学研究科実験棟建設工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 980706～ 980708

調査結果  7箇所の試掘坑を設置した。いずれの試掘坑

においても、 4m以上の造成上が堆積し、造成上下の状

況を確認することはできなかった。当地は二尾池に続 く

谷地形であったと推察される。

57 防火水槽建設工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 981005～ 981006

調査結果  2箇所の試掘坑を設置したが、地表下20cm前

後で地山 (大阪層群)を検出した。遺構 。遺物はともに

認められなかった。

開 附属図書館建設工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 980928～ 981002

調査結果  8箇所の試掘坑を設置した。いずれの試掘坑

図103 +日医療技術短期大学跡地建物撤去立会調査

図104 基礎工学研究科実験棟建設工事試掘調査

図105 附属図書館建設工事試掘調査

共通教育校舎 (口号構南側建物西半部)立会調査



においても、 4m以上の造成土が堆積し、造成上下の状

況を確認することはできなかった。

59 旧医療技術短期大学跡地試掘調査
第 1・ 第 2・ 第 5・ 第 6調査地点

担 当 者 清家 章  調査日程 981201～ 990331

調査結果 本書掲載

60 文 。法・ 経合同校舎建設工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 980217～ 980218

調査結果 当地点は、テニスコー トとなっている平坦面

とその南側の傾斜面からなる。平坦面では、現地表から

26mの 地下で地山を検出した。地山の直上まで造成上が

堆積していたので、旧地形の削平後盛上が施された可能

性が高い。南側の傾斜面では、地表下60cmで造成前の旧

地表を検出した。さらに現地表から80～ 180cmで地山を確

認した。遺構・遺物はともに認められなかった。

61 共通教育棟北側崖面掘削工事立会調査

担 当 者 清家 章  調査日程 9803

調査結果 崖面の頂部に 2箇所、斜面に 1箇所の試掘坑

を設置した。地表下40～ 100cmで地山を検出した。地山の

直上まで造成上が堆積 していた。

62 上山池埋め立て工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 990420～ 990427

調査結果 護岸されていない池の南岸と北岸に試掘坑を

設置したが、いずれも表土直下から地山が検出された。

63 仮食堂建設工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 990601～ 990602

調査結果  2箇所の試掘坑を設置した。地表下50～ 80cm

で地山を検出した。地山の直上まで造成上が堆積してい

た。検出した地山は大阪層群と思われるが、その上中に

貝殻のネガティブな痕跡が多数存在するのを確認した。

64 共通教育棟建設工事立会調査

担 当 者 清家 章  調査日程 990816

調査結果 基礎掘削中に立ち会い、現地表から3mあ ま

りまで掘削したが、造成上を検出したにとどまった。

65 RIセンター排水処理施設設備更新工事試掘調査

担 当 者 清家 章  調査日程 991004～ 991006

調査結果 当地は二尾池へ続 く傾斜地にあたる。 3m以

上掘削したが、造成上が確認されたにとどまる。

図106 上山池埋め立て工事試掘調査

図107 仮食堂建設工事試掘調査

図108 つ
'水

処理施設設備更新工事試掘調査

図109 1日医療技術短期大学跡地内駐輪場設備工事

Ⅲ 大阪大学石橋団地内における試掘調査と立会調査



66 旧医療技術短期大学跡地内駐輪場設備工事
立会調査

担 当 者 清家 章  調査日程 991214
調査結果 基礎掘削中に立ち会い、現地表から1.5mあ ま

りまで掘削した。地表下1.2mま で造成上が堆積し、その

下から造成前の旧地表を検出した。遺物・遺構ともになし。

67 大高の森石垣整備工事立会調査

担 当 者 清家 章  調査日程 000222～ 000225

調査結果 古い石垣の解体中、ならびに新規の石垣を設

置するための基礎掘削時に立ち会いを行った。古い石垣

設置時に、削平が行われていることが確認された。

68 旧医療技術短期大学跡地試掘調査
第 3・ 第 4・ 第 7・ 第 8調査地点

担 当 者 清家 章  調査日程 000228～ 000331

調査結果 本書掲載

69 文法経研究棟中庭連絡通路屋根建設立会調査

担 当 者 清家 章  調査日程 000315
調査結果 支柱設置時の基礎掘削に立ち会い、基礎が造

成上中にとどまることを確認した。

70 旧医療技術短期大学LII地内イチョウ植え替え
工事立会調査

担 当 者 清家 章  調査日程 000531
調査結果 イチョウ植え替え時の掘削に立ち会い、内 1

本は、掘削深度が造成土中にとどまることを確認した。

もう1本は第 3調査地点内にあり、造成土ならびに造成

前の旧表土中に掘削がとどまることを確認した。抜き取

り痕を確認したところ、抜き取り穴の底で包含層が部分

的に検出された。

71 旧医療技術短期大学跡地試掘調査
第 9・ 第10調査地点

担 当 者 清家 章  調査日程 010130～ 010331

調査結果 本書掲載

図110 大高の森石垣整備工事立会調査

図111 1日医療技術短期大学跡地内第 9調査地点の上器棺

旧医療技術短期大学跡地試掘調査第 3・ 第 4・ 第 7・ 第 8調査地点
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1 古墳時代中期における倭王権の地域支配方式
―豊島地域における小古墳の検討を通して一

は じめに

大阪府豊中市に所在する大阪大学旧医療技術短期

大学跡地 (以下医短と略す)における第 2調査地 ミ́

では、部分的ながら 2条の溝が検出され、古墳時代

中期に属する埴輪が分数出土している。このような

遺物と遺構のありかたから、本報告では 1辺 10m程

度の方墳の存在を推定し、待兼山 5号墳と命名した

(本書 :p.17)。 そこで、本稿では待兼山遺跡におけ

る古墳築造の変遷をまとめたうえで、猪名川東岸地

域の中期古墳の状況を検討することにより、待兼山

5号墳のような小規模古墳の築造背景の追究を行 う。

稲
ψ )キキド然
,遺物散布地(須恵器)

待兼山5号墳

寺 前 直 人

I 待兼山遺跡における古墳築造状況

時期的変遷 それでは、まず当古墳群の時期的変遷
について検討していく。待兼山 5号墳の東方約500m

に位置する柴原待兼山古墳は、四神四獣鏡や鍬形石

などが出土していることから前期古墳であるとみら

れる。墳丘形態は不明瞭ながら前方後円墳である可

能性が指摘されている (藤沢1961)。

柴原待兼山古墳に後続する古墳時代中期前葉の古

墳築造状況は現状では不明な′ミが多い。中期中葉以

降になると次のような状況が認められる。医短第 2

調査地点では、周溝状遺構より無黒斑で突帯貼付後

に静止ヨコハケが胞された小型の普通円筒埴輪とと

Ｔ，
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図113 待兼山遺跡における古墳の分布
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もに、細片ではあるが 2次調整が省略された円筒埴

輪片が出土している。これら円筒埴輪の編年的位置

については、周辺地域での類似したl●L輪 と須恵器の

共伴例なども考慮 した結果、田辺昭二の陶邑編年

TK208型式の時期 (田辺1966)、 すなわち古墳時代中

期中葉であるとした (本書 :pp.14-22)。 当地点に

おける状況と共通したありかたは、1987年 に調査さ

れたテニスコー ト地″ミ (待兼山 3号墳)や極限物質

研究センター地点 (待兼山 4号墳)で も認められる

(福永編1988)。 テニスコー ト地点では、丘陵斜面の

堆積土中よりTK208型 式の須恵器 とともに無黒斑

でヨコハケが施された小型の円筒埴輪と少数の 2次

調整が省略された小型の円筒leL輪が出土している。

また、極限物質研究センター地点においても、丘陵

頂部下の遺物包含層より、無黒斑の埴輪片が出土し

ている。その構成は他の地点とは異なり、 1点のヨ

コハケがみられる個体を除き、突帯貼付以前に施さ

れたタテハケのみで調整を終えた小型の円筒埴輪片

で占められている。同層からはTK47型式と思われ

る須恵器杯蓋片が出土している。ただし、後の 2地

点については、いずれも包含層資料であることから、

須恵器との関係を含めその一括性はやや不安定であ

る。

さらに待兼山 5号墳の北東約150mに は古墳状の

高まりが認められ、裾部付近からは 5世紀末から 6

世紀前半頃の須恵器片が表採されている。

古墳分布状況 (図 113)次に各地点の位置関係につ

いて検討する。待兼山 5号墳とテニスコー ト地点・

極限物質センター地点とは直線距離でも約200m離

れており、その間には谷地形をはさむ。また、かつ

て埴輪が表採され石塚古墳と命名されている地′くは

極限物質研究センター地点から、さらに約300m南束

に位置している。各地点間における遺構の有無は、

当遺跡が早い段階から造成や削平が行われているた

め、今 日では不明な点が多い。ただし、図113に みら

れるように広域に埴輸出土地点が展開しているのに

は注意が必要である。

以上の状況をまとめると、待兼山遺跡では古墳時

代前期に柴原待兼山古墳が築造された後、中期前半

の古墳築造状況は不明瞭となる。そして、中期中葉

以降になると、客窯焼成の埴輪をもつ古墳が広域に

連続して営まれ、表採されている須恵器片から推測

すると後期前半に至るまで古墳の築造が続いていた

可能性がある。また、害窯焼成の埴輪が検出されて

いる3地フミは約500m四方の範囲に分布しており、大

幅な地形の改変を受けている現状では推定の域をで

ないものの、とくに古墳時代中期中葉以降、広い範

囲で古墳築造が行われていた可育静隆も否定できない。

■ 豊島地域における小古墳の動向

小古墳の定義 まず、当地域における小古墳の定義

について検討する。図114は大阪府北部地域
(つの古墳

時代中期②に属する古墳の全長を、墳形および時期

ごとに比較したグラフである。当図によれば、大阪

府北部において前方後円墳 (前方後方墳を含む)は

全長226mか ら40mの ものが認められる。ただし、茨

木市所在の太田茶臼山古墳が全長226mと 群を抜い

て大きい以外は、いずれも100mを 下回る。また、円

墳は56mか ら6mと 規模のばらつきが大きく、なか

でも豊中市大塚古墳 (全長56m)、 高槻市土保山古墳

(全長36m)、 豊中市南天平塚 (全長24m)な ど、全

長20m以上の円墳には複数の短甲や刀剣類などの豊

富な副葬品をもつ古墳が認められる。一方、方墳は

60例以上の類例があるが、全長20m以上のものは認

められず、10m前後のものが主流であることが、図

114か らはみてとれよう。さらに確実に中期前葉に属

する方墳は今のところ認められず、中期中葉以降一

気に増加している。大阪府北部におけるこのような

各墳形のありかたに基づき、本稿では墳丘長20m以

下のものを小古墳と呼ぶこととする。

豊島地域の状況 豊島地域は、早くから市街地化が

進んだため多くの古墳が明確な記録も残されず破壊

されており、全域での古墳の動向は今ひとつ不明瞭

である。例えば、猪名川の支流である千里川南岸の

低位段丘上に広がる桜塚古墳群は、明治時代の段階

で36基の古墳が存在することが知られていたが (藤

沢1961)、 その後の開発のために多くの古墳が破壊さ

れ、今日では 5基を残すのみである。しかしながら

Ⅳ 考 察



中期前葉 中期中葉 中期後葉
(TK73～ TK208型式期)  (TK23～ TK47型 式期)

▲前方後円墳 (前方後方墳) 0円 墳  ■方墳
黒塗りは埴輪あり・太粋は埴輪のある可能性あり

図114 大阪北部地域における

中期古墳の規模と形態

近年の調査によって、かつて破壊された古墳につい

ても墳丘などに関する情報が明らかとなっており、

古墳時代前期後半から中期後葉までの連続した古墳

の築造が認められる。一方、待兼山遺跡の所在する

千里川北岸の地域は、古墳時代前期には先述の柴原

待兼山古墳や池田茶臼山古墳など腕輪形石製品等が

副葬された有力な古墳の造営が認められるものの、

古墳時代中期の動向については不明な点が多く、日

立った古墳築造は認められない。

そこで以下では比較的状況が明らかとなっている

桜塚古墳群の状況を中心に豊島地域の中期古墳の動

向についてみていきたい。まず、桜塚古墳群におい

て古墳時代前期後半に全長76m以上の前方後円墳で

ある大石塚古墳、全長49mの 前方後円墳である小石

塚古墳が連続して築造される (服部・柳本1980)。 そ

して、古墳時代中期前葉になると墓域の移動がみら

れ、大石塚・小石塚の東方約 l kmに 直径56mと 畿内

地域でも有数の大型円墳である豊中大塚古墳 (豊中

市教育委員会1987)が築かれる。ただし、近年桜塚

古墳東群に位置する嫁廻塚古墳より豊中大塚古墳に

先行する可能性のあるleL輪が出土 してお り (清水

1994)、桜塚古墳束群の形成が従来考えられていたよ

り遡る可能性が指摘されている。続 く中期中葉には

全長55mの前方後円墳である御jET子塚古墳が築造さ

れる。当古墳では突帯貼付後に静止ヨコハケが施さ

れた客窯焼成の埴輪が樹立されており、またTK73

型式に比定される須恵器の破片が検出されている

(山元1986)。

御獅子塚古墳築造後の桜塚古墳群については不明

な点が多い。副葬品等から南天平塚、北天平塚、豊

中狐塚などが後続する古墳として考えられる。1937

年の調査において短甲および衝角付冑そして杏葉を

含む馬具が出上した南天平塚古墳 (小林1937)は 、

近年の調査により直径24mの円墳であることが判明

しており、静止ヨコハケをもつ害窯焼成の埴輪の樹

立が確認されている (柳本・清水1992:p.96)。 これ

ら円筒埴輪の中には 2次調整が省略された個休もみ

られることから0、 御獅子塚古墳より後出する古墳

であるといえよう。また、三角板鋲留短甲および横

矧板鋲留短甲が出土している豊中JIR塚古墳 1/1ヽ林

1962)も 、埴輪等の状況は不明であるが、南天平塚

古墳や北天平塚古墳 (藤沢1961、 橋田1993)と 近い

時期の築造が考えられている (森岡・吉村1992)。

御獅子塚古墳以降に築造されるこれらの古墳には

複数の甲冑や馬具、刀剣類など多数の副葬品が認め

られることから当古墳群の盟主墳的存在であること

は確実である。しかしながら、墳丘規模は、30m以

下の円墳、もしくは前方後円墳であるとしても50m

以下であると考えられ、御41T子塚古墳以前と比べ墳

丘規模の縮小が認められるのである。また、確実な

日 ■ 日 日 日 日 □

日 日 日 日 日 日 日 L日 日 日 日 E tt B□ ロ ロ
日 日 ■ 日 日 □ □ □ □

□□□□□□
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前方後円墳が御獅子塚古墳以降に存在しないという

ことにも注意が必要である。

御獅子塚古墳以降における桜塚古墳群のもう一つ

の特徴としては、小規模な方墳の増加があげられる。

桜塚古墳群第 1次調査では、古墳周溝とみられる直

線的な溝よりTK208型式前後の須恵器 と共に埴輪

が出土している(服部1992:p.45)。 周溝が調査区外

にのびるため、古墳の規模は不明であるが、方墳で

あるとすれば 1辺15m以上となる。また、桜塚古墳

群第 3次調査では豊中大塚古墳に先行し桜塚古墳東

群最古の古墳である可能性も指摘されている嫁廻塚

古墳 (円墳・30m)に近接して、桜塚第38号墳が発

見されている。TK216型式からON46型式の須恵器

が周溝から出土しており、 1辺 8m前後の方墳が想

定されている(清水1994:p.50)。 そして、第 5次調

査では、明治時代の絵図から小塚古墳が存在したと

考えられる位置よりL字状の溝が検出された。溝か

らはわずかに埴輪片と須恵器小片が出土したにすぎ

ないが、古墳時代中期中葉に属する可能性が指摘さ

れており、 1辺10m以上15m以下の方墳が想定され

ている(清家1995:p.30)。 さらに1937年に破壊され

た北天平塚古墳が存在したと推定される地点の調査

において、堆積状況の異なる2条の溝状遺構が検出

されている(橋田1993)。 そのうち南側に位置する周

溝からは内面のタタキをすり消された須恵器大甕と

ともに、 2次調整をもつ埴輪ともたない埴輪とが出

上している(橘田1993)。 報告者は、 2つの溝の性格

について、①両者を同一の古墳のものとして、北天

平塚は前方後円墳となる可能性、②堆積状況や埴輪

の出土状況から2条を異なる古墳のものであるとし

て、南側の溝は方墳を構成する溝となる可能性、の

2柔を提示している。堆積および埋没状況を根拠と

して後者見解をとるならば、さらにもう一つの方墳

が、桜塚古墳群に加わることとなろう。なお図■5で

は後者の見解に基づき、作図している。

以上のありかたからは、桜塚古墳群において中期

中葉以降小規模な方墳の増加が認められるのである。

このような状況は、桜塚古墳群以外の豊島地域で

も認められる①例えば桜塚古墳群の南方約1.5kmの低
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図115 桜塚古墳東群および周辺地域に

おける中期古墳の展開
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地部に位置する利倉南遺跡では、中期中葉から後葉

と考えられる 1辺 8mの方墳が 2基検出されている

(豊中市教育委員会1988)。 さらに、千里川以北に位

置する待兼山遺跡においても、 3ヶ所で中期中葉か

ら後葉に属する埴輪が出土しており、待兼山 5号墳

は 1辺10mの方墳である可能性があるということは、

先に述べたとおりである。

以上のような豊島地域における中期古墳の展開は

図115の ようにまとめることができよう。つまり、当

地域における大きな画期としては、御alT子塚古墳築

造以後に生じる次のような現象があげられる。

まず、盟主墳とみられる古墳の規模の縮小化があ

げられる。桜塚古墳群東部において中期前半に属す

る豊中大塚、御獅子塚古墳はいずれも墳丘長50mを

上回る規模を有する。一方、それ以降に築造される

南天平塚、北天平塚、豊中狐塚古墳は、いずれも円

丘部が30～ 20m程度であり、仮に前方後円墳であっ

たとしても50mを下回ることは確実である。

次に、盟主墳の縮小と相前後する時期に起こる小

規模方墳の増加があげられる。ここで重要なのは、

このような現象が、桜塚古墳群のみならず中期前葉

には古墳築造が不明瞭であった豊島地域北部や、中

期中葉以前には、古墳の築造がほとんどみられない

桜塚古墳以南の地域にも認められるということであ

る。

周辺地域の状況 周辺地域の状況についても簡単に

触れておきたい。まず、猪名川をはさんで対岸に位

置する猪名野古墳群では桜塚古墳群 と同じく中期全

般にわたり比較的大規模な古墳の築造が連続して認

められる。その伸長についても次のような点で先に

検討した桜塚古墳群 と類似している。つまり、中期

前葉には全長71mの前方後円墳である池田山古墳が、

中期中葉には全長92mの前方後円墳である伊居太古

墳が築造 されると考 えられている (森 岡・吉村

1992)。 後者は古墳時代中期の摂津西部地域において

最大規模の古墳である。しかし、次に築造される御

願塚古墳は全長52mと 規模が縮小しており、前方部

に規制を受けた帆立貝式古墳となることから、盟主

墳に対す る規制が指摘 されている (森 岡1990:

p.265・ 森岡。吉村1992:p.72)。 同様の状況は、さ

らに西側に位置する六甲山南麓の金津山古墳などに

も認められるようである (森岡1995)。

Ⅲ 古墳時代中期における古墳築造に

関する研究の視角 と課題

前章における分析の結果、古墳時代中期中葉の豊

島地域において①盟主墳の縮小化、②小方墳の増加

という現象が認められた。では相前後する時期に起

こったこの 2つの現象の背景には、いかなる要因が

考えられるだろうか。まずは、この 2つの況象に関

連する先行研究を検討し、これらの況象の背景を論

じる手がかりとしたい。

盟主墳の縮小化 小野山節は、大王墓の変遷と各地
の盟主墳の墳形変化から古墳時代中期に 2度にわた

る墳丘形態の規制を想定した(小野山1970)。 各地域

における古墳群の墳形の変化といわゆる大王墓の規

模の伸長を対比することにより、中央権力の地方に

対する支配力の変化を読みとるという小野山の視点

は、今日でもきわめて有効であるといえよう。また、

野上丈助は畿内各地における古墳群の動向を検討す

る中で、 5世紀になると大阪府高槻市の弁天山古墳

群の墳丘規模が縮小化するということを指摘し(野

上1970:p.56)、 平野部において築造される太田茶

臼山古墳との対比を通して、中期中葉以降弁天山古

墳D群に墳丘規模の規制が行われた可能性を指摘し

ている (野上1970:p.61)。

さらに都出比呂志は月ヽ野山の研究を祉ヒ判的に継承

し、京都府桂川右岸地域の古墳を対象に次のような

首長墓系譜の分析を行った俯る出1988)。 それは古墳

時代前期において前方後円墳の連続した築造が認め

られた向日グループは、中期に至ると前方後円墳の

築造を停止するが、その時期隣接する長岡グループ

では恵解山古墳や今里車塚古墳などの前方後円墳が

認められることを↓旨摘したのである。このような事

実関係に基づき、当地域において盟主墳的古墳をだ

すグループが、 5世紀前葉、 5世紀後葉、 6世紀前

葉に画期をもって移動し、さらに 3つの画期が、地

域内の自主的な動きではなく全国的に連動する現象

ビ」狂rlttY



であるとの評価を与えた。そして、このような各地

における盟主墳の移動が大王権力周辺の政治的変動

と連動した現象であるという結論を導き出したので

ある。ここで注意が必要なのは、 5世紀後葉の画期

を述べるなかで、都出が京都府桂川右岸地域におい

て恵解山古墳と穀塚古墳 との間に少なくとも 1世代

分の盟主墳の空白期があることを指摘していること

である。この点について、都出は将来の課題としつ

つも、当地域において盟主墳的大規模古墳を欠 く時

期がある可能性を認めている(都出1988:p.10)。 同

様の指摘は、和田晴吾の古墳編年を整理する試みの

なかでも認められる(和田1987)。 和田は古墳時代中

期中葉に該当する「 (古墳小期)七・八期には、各地

の首長墳・大首長墳の発達にかげりが見えはじめ、

墳丘規模の縮小化、前方後円形式の廃絶といった現

象」 (カ ッコ内筆者補)がみられることを指摘し、そ

の要因として「政権化における大王権が著しく卓越

してくる一方で、首長・大首長による地域支配を弱

体化させ、解休せしめる動き」をあげた (和 田1987:

p.53)。

ただし、和田はこれ以後の研究において、むしろ

中期前葉における前方後円墳の規制 と中期後葉 (和

田の後期段階)における馬見古墳群などの大型古墳

群の衰退、中小前方後円墳の増加、そして後に述べ

る古式群集墳の出現を強調 してお り (和 田1992・

1994。 1998)、 中期中葉における盟主墳の縮小化に対

する言及はほとんどみられない。なお、都出比呂志

は首長墓系譜の変動に地域差があることを指摘し、

各地域ごとに首長系譜変動パターンの追究が必要で

あることをす旨摘している (者Б出1999)。

小方墳の増加 次に古墳時代中期における小規模古

墳に関する先行研究について検討していきたい。

まず、横穴式石室出現以前の群集墳についての研

究としては、都出比呂志による次のような研究があ

げられる蛯Б出1970)。 都出は、首長の規制力が弱ま

るなかで有力家族が台頭した結果、彼らが墳丘をも

った墓を 5世紀末美から造営しはじめるという理解

を示し、その「先駆的な」ものとして兵庫県西条古

墳群や奈良県新沢古墳群などを類例に拳げた (者Б出

1970:p.133)。 この見解は、古墳時代後期の横穴式

石室群集墳を有力家族墓の台頭の結果であるとみな

した近藤義郎の見解 (近藤1952)の影響が窺われる

が、一方で奈良県龍王山古墳群など大古墳と近接す

る等質的な刻ヽ墳の群集に注目し、「畿内では、盟主的

古墳を核 として持つ群集墳も存在する一方で、首長

集団の大古墳群 と群集墳の断絶が存在するのは」、

「大王権力やそれに取 り込まれた官僚層と共同体成

貝との分離が他の地域よりも早 く五世紀代に進んだ

ためと考えられる」蛯Ь出1970:pp.142-143)と い

う理解を示した。個別現象に対する解釈はさておき、

すでにこの段階において小古墳のありかたと大王権

力との関係に地域差がある可能性を指摘されている

点には注意が必要である。

また、石部正志は当時発見が相次いでいた弥生時

代の方形周溝墓に注目し、大阪府菩提池遺跡などを

例 として、古墳時代前期にも連続して弥生時代と同

様の墓制が営まれていることを指摘した。そして、

横穴式石室を採用しない群集墳を「古式群集墳」と

令名した (石部1975:p.57)。 ただし、石部は住居域

に近接して方形周溝をもつ墓域が検出された大阪府

七の坪遺跡における状況と、集落から隔絶した位置

に営まれ埴輪をもつ菩提池遺跡や大阪府寺山古墳群

における状況 との差異を指摘し、「近畿でも、周辺部

と畿内中枢部などとでは、四世紀に入ってからの群

集墓のありかたに相違」があり、首長権力との関係

により、密集土媛墓のような墓制が形成される一方

で、「首長のミウチとして一定の身分が保証されて、

従来とは異なる厚葬を実現する一団」も存在した可

能性を指摘 している (石部1980:pp.387-388)。 埴

輪の有無や立地さらには群集形態の違いによって、

小型の方形墳のなかにも首長権力との関係に差異が

存在するという指摘は、奈良県矢部遺跡を検討した

寺澤薫 (寺澤1986:p.323)や奈良県宇陀地域を分析

した楠元哲夫によって行われている(楠元1986)。 ま

た、者Б出比呂志は墳丘高地表 2m前後を目安 として、

墳丘墓を低塚系と高塚系に区分し、古墳時代に属す

る前者を低琢古墳と呼称した。低塚古墳の性格につ

いては、共同体成員の一部と墓域を共にするという

Ⅳ 考 察



表 1 和田晴吾の墳丘墓分類
分類 時   期 質丘形態 名  称
a類

b類
C類

d類

弥生時代

古墳時代前期  中期
古墳時代後期前半 (TK23～ )

古墳時代後期後半

形

形

形

形

方

方

円

円

方形周溝墓

小型低方墳

古式群集墳

新式群集墳

墓域のありかたから、より在地性の強い下位の小首

長であるとする 銘Ь出1986 i p.261)。 ただし、前方

後円墳を頂点とする階層秩序の中で理解できるとい

う見解 も同時に示している (都出1986:p.224)。

さらに、1970年代以降の発掘調査の進展は次のよ

うな新たな知見をもたらした。それは古市古墳群と

近接する位置に営まれ、100基を上回る均質的な方墳

群を形成する長原古墳群の発掘成果の蓄積である。

長原古墳群のありかたは、横穴式石室群集墳以前の

小型墳に対するイメージを、大きく転換させていく

ことになるのである。例えば、広瀬和雄は「長原古

墳群に結集した (正確にはさせられたと言うべきで

あろう)夕 くの人格は、前方後円墳を造営した王と

の 2次的な政治関係を形成しながら、なかばヤマ ト

政権との第 1次的政治関係に組み込まれつつある原

初的な「官僚」と評価できるのではなかろうか」と

論じるとともに、「大半が円墳で占められる石光山古

墳群や、方墳も顕者な新沢千塚古墳群などと質的な

距離はあまり大きくないすこぶる畿内的な「古式」

群集墳のあり方ということになる」と述べている(広

瀬1984:p.22)。 広瀬のこの見解は、長山雅― (長山

1988)や岸本道昭 (岸本1989)に 引き継がれる。と

くに岸本はこれらの方墳が弥生時代の方形周溝墓と

比べ埋葬施設数が少なく、周溝の共有がないことか

ら、世代墓的様相が希薄であると述べており、古墳

時代の河ヽ方墳に対する前述の石部正志の見解に対し

て、反論している (岸本1989 i pp.223-224)い 。ま

た、細川修平は、古墳時代前期末において塚ノ本古

墳のような大型円墳と円筒埴輪棺で構成される長原

古墳群が、中期中葉になると等質的な小方墳が多数

営まれるようになるという変遷の背景について次の

ように推定した (細川1988)。 それは「完全に盟主墳

に従属するだけの人格が成長し、盟主墳を規制する

古式小古墳の造墓主体へと成長する」という解釈で

ある (細川1988:p.120)。 この見解は、先に検討し

た①盟主墳の縮小化と②小方墳の増加という現象を、

整合性をもって説明しうる解釈として非常に魅力的

であるといえよう。ただし、細川のいう古式刻ヽ古墳

造営主体者の人格成長を、自律的なものとするか他

律的なものとするかによって、その歴史的解釈は大

きく異なるといえる。

一方、和田晴吾は南地域の古墳の動向を概観する

なかで相楽郡木津町の上人ヶ平遺跡 (小池1989・ 石

井ほか1989)な どにみられる低墳丘で一辺10m前後

の規模をもつ中期の墳丘墓を「小型低方墳」と呼び、

「弥生時代以来の方形周溝墓の伝統を引く有力な共

同体成員とその家族のものと捉え、後期 (本稿の中

期後葉)の群集墳とは一線を画し」(カ ッコ内筆者補)

ている(不日田1988:p.29)。 これに対して、同じく南

山城地域の小規模方墳を検討した伊賀高弘は、当地

域の小方墳に「典型的な古墳の属性の一つである埴

輪の樹立や、いまだ日常什器として定着していない

古手の須恵器の副葬がかなリー般的に認められるこ

とから」、小規模な方墳も「王権の規制下におかれた

墓制」として位置づけている (伊賀1991:p.306)。

ただし、王権と月ヽ規模方墳の関係は間接的な政治関

係であるとした (伊賀1991:p.307)。

さらに和田晴吾は、前節において述べた各地域の

盟主墳の動向をふまえた上で、小規模古墳について

表 1のような体系的整理を行っている (和田1992)。

和国はb類 とした「小型低方墳の被葬者にまではま

だ直接的な政権の影響は及んでいない」(和日1992:

p.328)と 述べ、「ヤマ ト政権が推し進めた支配方式

の基本は共同体を対象にその首長層の把握と序列化

にあり、政権の手はいまだ首長の在地支配の内部に

までは及ばず、有力家長層は弥生時代以来の伝統を

もとに在地の政治社会関係のなかで小型低方墳を造

りつづけた」 (和 田1992:p.333)と の理解 を示 し

た。そして、 C類の古式群集墳の成立こそが、それ

まで「地域首長のもとにあった有力家長層」が「ヤ

マト政権」により、掌握された証 (和田1992:p.333)

であると解釈し、小型低方墳と「あらたな制度的枠

組のもとに全国的な規模でもって行われた古式群集

墳以降の群集墳とは明確に区分されるべきものであ

古墳時代中期における倭王権の地域支配方式



ろう」 (和 田1992:p.335)と 述べている。ここで注

意が必要なのは、和田の小型低方墳に対する理解が、

先に紹介した石部正志のいう古式群集墳の概念 (石

部1975:p.57)に 対応するのであり、和日のいう古

式群集墳の定義と石部のそれとは用語こそ同じもの

のその内容は大きく異なるという点である。

さらに、広瀬や岸本が王権との 1次的関係を想定

し、原初的な官僚層の墓制 として位置づけた長原古

墳群に対して、和田は「群集墳に先立って、政権に

掌握された渡来人をも含む有力家長層の墳墓である

と推定される」が、「特定の墓域に数分く集中して築

かれていること、言い換えれば、在地は離れて営ま

れているものも考えられることを除けば、他の刑ヽ型

低方墳 と質的にはほとんど変わらないのである」(和

田1992:p.335)と 述べている。

しかしながら、すでに石部正志や寺澤薫そして楠

元哲夫らによって、小型の方墳のなかにも立地や群

集形態そして副葬品のありかたから、倭王権
0と の

遠近が想定されていることは重要である。とくに楠

元は区画墓群 と古式群集墳 とが「同じ方形形態を採

ることがあっても史的な存在意義、意味あいを異と

すること」を指摘し、「イ固別イ固々 の群ごとの具体的内

容を詳細に分析、吟味して判別する作業」の重要性

を強調 していることには注意が必要である (楠元

1996:p.159)。

Ⅳ 盟主墳の縮月ヽ化 と小方墳の増加

それでは、以上の研究史をふまえた上で、古墳時

代中期中葉の豊島地域にみられる盟主墳の規模縮小

化 と小方墳の増加について考えてみたい。まず、盟

主墳の縮小化は豊島地域だけではなく、猪名川西岸

の猪名野古墳群においてもみられることから (森

岡・吉村1992)、 盟主墳の縮小化を猪名川下流域にお

ける首長間の序列変化 とみなすことは困難である。

ただし、当地域における盟主墳の縮小化をもって、

単純に猪名川流域を基盤とする首長層の地位低下を

想定するのは、やや早計である。田中晋作は桜塚古

墳群の盟主墳より出上している甲冑が、各時期にお

ける最新の機育ヒをもつものによって構成されている

ことから、甲冑の配給元と考えられる百舌鳥・古市

古墳群 と桜塚古墳群 との密接な関係を想定し、桜塚

古墳群を百舌鳥・古市古墳群の被葬者集団を実質的

に支える中小集団の典型例であるとした (田 中

1990:p.36)。 つまり、副葬品からの推定が許される

ならば、桜塚古墳群の盟主墳を築造した集回は、古

墳時代中期を通して倭王権との密接な関係を維持し

ていたと考えられるのである。以上のようなありか

たから、筆者は当地域における盟主墳の縮小化を、

倭王権を上位とする密接な関係に基づ く地域支配原

則のスムーズな受容形態として評イ面する。

では、同時期に生じる月ヽ方墳の増加は、どのよう

に考えられるであろうか。まず、研究史をみてきた

なかでの大きな対立点は、「低墳丘で一辺10m前後の

規模をもつ中期の墳丘墓」に対する評価であろう。

和田晴吾はこれらを有力家長層が弥生時代以来の伝

統をもとに在地の政治社会関係のなかで造りつづけ

た墓制であるとみなしているのに対して (和田1992

ip 333)、 広瀬和雄や岸本道昭は小方墳で構成され

る長原古墳群の状況に基づき、より直接的な王権と

の関係性を想定する。また、伊賀高弘は埴輪や初期

須恵器といった盟主墳と共通した品目をもつことか

ら、和田が小型低方墳の典型例であるとする上人ヶ

平遺跡についても、王権の規制下におかれた墓制で

あると述べている。

以上の議論で明らかなのは、墳形の類似性のみを

もって、一律的に弥生時代の方形周溝墓と古墳時代

の小方墳の性格を同一視あるいは区分することは、

困難であるということである。少なくとも、楠元哲

夫が指摘したように墳形以外の属性、例えば副葬品

目や配置、あるいは埴輪等の外表施設をふまえなけ

れば、倭王権と小古墳の被葬者層との政治的関係の

有無や濃淡について議論することは不可能である。

そういった意味で、本稿で検討した中期中美以降に

増加する小方墳の分くには、当時の最新技術である

箸窯で製作された埴輪が樹立されてることが一般的

であるという事実は重要である (図 114)。 なぜなら、

自律的成長を込げた在来の有力家長層が自らの需要

に応じて害窯焼成の埴輪を、独自に生産あるいは入
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手したという状況は、当該期に関するl●L輪研究の成

果、すなわち墳丘の規模に応じた埴輪の使い分け (坂

1988、 天野・松村1992、 高橋1994)が指摘されてい

る研究動向からは想定しづらいからである0。

つまり、伊賀が指摘したように(伊賀1991)、 埴輪

という葬制上の器物の共有を通して、小方墳の被葬

者層は大古墳の造営層との関係を表示した、もしく

はさせられたと考えざるを得ないのではないだろう

か。もちろん、「王権は」「間接的に小規模方墳の被

葬者 との間に政治的関係を結んだ」 (伊賀1991:

p.307)、 あるいイよ「直接的に大首長に支配されない

階層の墓が低墳丘方形墓」 1/Jヽ池1991:p.315)と い

う見解があるように、ここで問題となるのは倭王権

と小方墳の被葬者との間に存在する地域首長の位置

づけである。

そこで重要となるのが、この現象が地域の盟主墳

の縮小化と同時に進行するという事実である。盟主

墳の縮小が、月ヽ野山節の提唱 (小野山1970)以来夕

くの論者により支持されてきたように倭王権の政治

的意志の反映であるならば、同時期に起こる小方墳

の増加もまた、自律的な「有力世帯層」の台頭とい

うよりは、地域首長を規制した倭王権との政治的関

係のもとに生じた現象であると考えられるのである。

また、このような観点から先述の図■4をみかえす

と、時期を追うごとに盟主墳と小古墳のみかけ上の

格差は解消されていくという傾向が認められるので

ある。

したがって、桜塚古墳群における盟主墳の縮小と、

桜塚古墳群内のみならず豊島地域内に広 くみられる

小方墳の増加は、在来の地域首長勢力に墓制上の規

制を加えつつ、下位集団に対しては小方墳築造と埴

輪樹立0を振興するという倭王権の新たな「支配」方

式としてみなすことができるのではないだろうか。

とくにそれまで墳墓を築造しなかった集団に対して

も、大規模古墳と共通する埴輪樹立を容認あるいは

強制することは、彼らの子孫や被葬者の属する集団

が倭王権との共同体幻想を抱くことを期待されたと

考えられるのである。

ただし、以上のような現象を小古墳造営層からみ

るならば、倭王権の新たな「支配」方式を最大限自

己の属する集団の振興に活用した結果であるとみな

しうるかもしれない。さらに規制される対象である

地域首長にとっても、王権側の意図を柔軟に受容す

ることは、実際上の権限の維持、強化を意図した結

果である可能性が、例えば御獅子塚古墳以降の桜塚

古墳群の盟主墳の縮小化と相反して維持される副葬

品目からは才旨摘できるかもしれない。ただし、こう

いった多角的な視点をもって古墳築造の意味を分解

し個別化したとしても、一貫してそこに存在するの

は巨大前方後円墳を頂ッミとする墓制上の秩序であり、

その正当性の再生産と拡大の過程である。したがっ

て、この原理の頂点を構成した倭王権の意図を無視

して、古墳築造を行う集回の相対的増加を理解する

ことは困難である。

小方墳に対する以上のような理解は、先に紹介し

た和田晴吾の古式群集墳の概念、すなわち「地域首

長のもとにあった有力家長層の掌握」 (和 田1992:

p.333)と ほぼ同一である。ただし、すでに明らかな

ように和田の想定した古式群集墳の定義とは①発生

時期、②墳形の 2点で異なる。ここで注意が必要な

のは和田が古式群集墳を「あらたな制度的枠組のも

とに全国的な規模でもって行われた」 (傍点筆者)墓

制であるとみなしている点である (和 田1992:

p.335)。 つまり、和田は広域な地域現象を包括して

説明できうる概念として古式群集墳を用いているの

である。しかしながら、すでに都出比呂志が1970年

の段階でその差異を強調 しているように (都出

1970)、有力氏族の基盤地域である奈良盆地や大阪湾

沿岸地域、すなわち後の律令期における畿内地域と

それ以外の地域では地域支配原理の変遷が異なって

いることは容易に想像できよう。また、鉄製甲冑に

みられる桜塚古墳群 と倭王権 との密接さは (田 中

1990)、以上のような豊島地域のありかたを猪名川下

流域の地域内独自の現象としてだけではなく、倭王

権の畿内地域における地域支配方式の典型例とみな

しうる根拠とできるのである。

古墳時代中期における倭王権の地域支配方式


